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【FdData 高校入試：中学理科 1 年：光合成と水】 

 

[光合成とは何か／光合成が行われる場所／ふ入りの葉を使った実験／ 

出入りする気体を確かめる実験／葉のつき方／光合成と呼吸／袋を使った実験／ 

オオカナダモを使った実験／根のつくりとはたらき／茎のつくりとはたらき／ 

葉のつくりとはたらき／双子葉類と単子葉類の葉・茎・根／蒸散と吸水／ 

蒸散の実験／FdData 入試製品版のご案内] 

 

 [FdData 入試ホームページ]掲載の pdf ファイル(サンプル)一覧] 

※次のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

理科： [理科 1 年]，[理科 2 年]，[理科 3 年] 

社会： [社会地理]，[社会歴史]，[社会公民] 

数学： [数学 1 年]，[数学 2 年]，[数学 3 年] 

※全内容を掲載しておりますが，印刷はできないように設定しております 

 

 

【】光合成 

【】光合成とは何か 

[問題] 

葉の葉緑体において，太陽などの光をエネルギー源とし，根から吸収した水と，気孔を通

して大気中から取り入れた二酸化炭素を材料として，デンプンをつくり出すはたらきを何 

というか。 

(和歌山県改) 

[解答欄] 

 

[解答]光合成 

[解説] 

光合成
こうごうせい

とは，葉の葉
よう

緑体
りょくたい

において，太陽な

どの光をエネルギー源とし，根から吸収し

た水と，気孔
き こ う

を通して大気中から取り入れ

た二酸化炭素(CO2)を材料として，デンプ

ンを作り出すはたらきをいう。このとき，

酸素(H2O)も作り出され，気孔から大気中

に排出される。 

※入試出題頻度：「葉緑体〇」「光合成〇」「光合成に必要な 3 つのもの(水(H2O)・二酸化炭

素(CO2)・光)〇」「光合成の結果できる 2 つのもの(デンプン・酸素)〇」 

http://www.fdtext.com/dan/index.html
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shachi
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shareki
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shakou
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#suu3
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[問題] 

光合成は，細胞の中のどの部分で行われているか。その名前を書け。 

(福井県) 

[解答欄] 

 

[解答]葉緑体 

 

 

[問題] 

 デンプンは，植物の細胞の中で，水のほかに何を材料にしてつくられているか。材料とな

る物質として最も適当なものを，次の[  ]から 1 つ選べ。 

[ 二酸化炭素 酸素 窒素 アンモニア ] 

(島根県) 

[解答欄] 

 

[解答]二酸化炭素 

 

 

[問題] 

 光合成によってデンプンがつくられるとき，原料となる物質の名称を 2 つ答えよ。 

(鹿児島県) 

[解答欄] 

 

[解答]水，二酸化炭素 

 

 

[問題] 

 光合成には，光以外にどのような物質が必要か。その物質を 2 つ，化学式で書け。 

(岩手県) 

[解答欄] 

 

[解答]CO2，H2O 
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[問題] 

 植物の葉のはたらきについて，次の各問いに答えよ。 

(1) 右図は，植物が葉で光を受けて栄養分を

つくり出すしくみを模式的に表したもの

である。図中の①～③に入る語句として

適切なものを，次の[  ]からそれぞれ 1

つ選べ。 

[ 二酸化炭素 酸素 水 ] 

(2) (1)の下線部のはたらきを何というか，漢

字で書け。 

(兵庫県) 

[解答欄] 

(1)① ② ③ (2) 

[解答](1)① 水 ② 二酸化炭素 ③ 酸素 (2) 光合成 

 

[問題] 

右図は，オオカナダモを日光にあてたとき

に，葉緑体で起こった物質の変化を模式的に

表したものである。①，②に当てはまる物質

は何か，名称を書け。ただし，②はヨウ素液

を加える青紫色に変わる物質である。 

(大分県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 二酸化炭素 ② デンプン 

 

[問題] 

右の図は光合成のはたらきを示す模式図で

ある。a，b は光合成の材料で，a は根から，

b は空気中から取り入れる物質である。c は光

合成のエネルギー源である。e は光合成で発

生する気体である。Y は気体が出入りする葉

の部分である。また，X は光合成をおこなう

緑色の粒を表している。a～e，X，Y の名前

を書け。 
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(補充問題) 

[解答欄] 

a b c d 

e X Y 

[解答]a 水 b 二酸化炭素 c 光 d デンプン e 酸素 X 葉緑体 Y 気孔 

 

 

[問題] 

 光合成について，デンプンなどの養分をつくるのに必要な原料，エネルギーおよびこのと

き発生する気体をあげて，簡潔に説明せよ。 

(岐阜県) 

[解答欄] 

 

 

[解答]光合成は植物が二酸化炭素と水を原料として光のエネルギーでデンプンなどの養分を

つくるはたらきをいい，このとき酸素が発生する。 
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【】光合成が行われる場所 

[葉緑体でデンプンが作られる] 

[問題] 

 右の図は，オオカナダモの葉の細胞を模式的に示したもので

ある。光を当てた後，ヨウ素液を加えたとき青紫色に変化して

いる部分はどこか。①図中のア～エのうちから 1 つ選び，その

記号を書け。②また，その部分の名称は何か。ことばで書け。 

(岩手県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① ウ ② 葉緑体 

[解説] 

オオカナダモの葉を顕微鏡
けんびきょう

で見ると，細胞
さいぼう

という小さ

な部屋がたくさんあることが観察できる。細胞の中に

は，葉
よう

緑体
りょくたい

という緑色の粒
つぶ

が多数ある。葉緑体では

光合成
こうごうせい

のはたらきでデンプンが作られる。デンプンの

有無を検出するための試薬はヨウ素
そ

液
えき

で，デンプンが

あると青
あお

紫 色
むらさきいろ

になる。光によく当てたオオカナダモ

の葉をエタノールで脱色
だっしょく

した後，スライドガラスにのせてヨウ素液を一滴落としてプレパラ

ートをつくり，顕微鏡で観察すると，葉緑体の部分が青紫色に変わっているのが観察できる。 

※入試出題頻度：「葉緑体◎」「光合成〇」「デンプン◎」「ヨウ素液で青紫色〇」 

 

[問題] 

 オオカナダモの葉を，熱湯にしばらくひたしてからスライ

ドガラスにのせ，カバーガラスをかけてプレパラートをつく

り，顕微鏡で観察した。細胞の中に緑色の小さな粒 X がたく

さん見えた。右図は，そのときのスケッチの 1 つである。プ

レパラートからカバーガラスをはずし，( Y )を 1 滴落とし，

再びカバーガラスをかけて顕微鏡で観察した。細胞の中の X は青紫色に変わった。 

(1) 細胞の中に見えた緑色の小さな粒 X の名称を書け。 

(2) 文中の( Y )に入るものはどれか。次のうちから最も適当なものを 1 つ選べ。 

[ エタノール フェノールフタレイン液 ベネジクト液 ヨウ素液 ] 

(千葉県) 

[解答欄] 

(1) (2) 
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[解答](1) 葉緑体 (2) ヨウ素液 

 

 

[問題] 

日光に十分あてたオオカナダモの葉を 1 枚とってプレパラートを

つくり，顕微鏡で観察すると，細胞の中に緑色の小さな粒がたくさ

ん含まれているのが見えた。次に，この葉を熱湯にひたしたあと，

ヨウ素液を 1 滴加えて新しいプレパラートをつくり，それを顕微鏡

で観察すると，はじめに見えた小さな粒の色が，青紫色に変化して

いた。右図は，このときのスケッチである。細胞の中の小さな粒の

色が変化したことから分かることは何か。細胞の中の小さな粒の名称を用いて，簡単に書け。 

(静岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]葉緑体の中にデンプンがあること。 

 

 

[問題] 

 細胞の中のどこで光合成が行われるかを，次の手順で調べた。 

光合成を十分に行わせたオオカナダモの先端近くの葉を数枚と

り，それらの葉を熱湯にひたした。処理した葉を，右図のように

して，熱湯であたためたエタノールの中に入れ，葉の緑色をぬい

た。処理した葉を，水洗いしてからスライドガラスに 1 枚のせ，

ヨウ素液を加え，プレパラートをつくって，顕微鏡で観察した。

このとき，青紫色に染まった小さな粒が数多く見られた。次の文

章は，陽子さんが，このことをもとに，考えたことや調べたことをまとめたものである。 

①，②にあてはまる語を，③にあてはまる言葉を，それぞれ書け。 

小さな粒が青紫色に染まったのは，粒の中に( ① )が含まれていたためである。(①)は，

小さな粒において光合成が行われることによってできたと考えられ，この小さな粒は

( ② )とよばれている。(①)は，(  ③  )という性質をもつ糖に変わり，その性質をも

つことによってからだのすみずみまで運ばれる。 

(山形県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① デンプン ② 葉緑体 ③ 水にとけやすい 
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[解説] 

葉の葉緑体でデンプンがつくられるが，デンプンは水にとけにくので，水にとけやすい糖に

変えられて，維管束の中の師管を通って全身に送られる。 

 

 

[実験操作など] 

[問題] 

オオカナダモの先端近くの葉を 1 枚とり，熱湯にひたし

た後，図のように 80℃くらいの湯であたためたある液体に

入れて脱色した。次に，その葉を取り出し，水洗いしてス

ライドガラスにのせ，ヨウ素液を加えてからカバーガラス

をかけ，顕微鏡で観察すると，青紫色になった葉緑体が多

数みられた。 

(1) 実験で，オオカナダモの葉を脱色するために使ったある液体は何か。次から 1 つ選べ。 

[ うすい食塩水 エタノール ベネジクト液 酢酸オルセイン液 ] 

(2) 実験で，葉緑体が青紫色になったことから，葉緑体に含まれている物質は何とわかるか。 

(高知県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) エタノール (2) デンプン 

[解説] 

オオカナダの葉は，まず，熱湯
ねっとう

であたためた

エタノールにいれる。これは葉を脱色
だっしょく

するた

めである(葉が緑のままでは，色の変化をはっ

きりとらえることができない)。エタノールは

引火
い ん か

しやすいので，直接火にかけると危険で

ある。熱湯の中にエタノールの入ったビーカ

ーをいれてあたためるようにする。エタノー

ルで脱色した後，水でよくすすぎ，葉をスライドガラスにのせ，ヨウ素
そ

液
えき

をたらす。 

※入試出題頻度：「エタノール：葉を脱色するため〇」「エタノールは引火しやすいから〇」 
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[問題] 

 オオカナダモの葉でつくられたデンプンについて調べるために，次の①～④の順に操作を

行った。 

① 葉を熱湯にひたす。 

② 葉を脱色するために，あたためた( a )にひたす。 

③ 葉をうすい( b )にひたす。 

④ 葉を顕微鏡で観察する。 

結果：細胞の中に，青黒く染まった粒がたくさん観察された。 

操作の(a)と(b)に入る適切なものを，次の中からそれぞれ 1 つ選べ。 

[ ヨウ素液 酢酸カーミン液 石灰水 エタノール ] 

(富山県) 

[解答欄] 

a b 

[解答]a エタノール b ヨウ素液 

 

[問題] 

光を十分にあてたオオカナダモの葉を，熱湯であたためたエタノールの中に入れた後，水

洗いし，葉をスライドガラスにのせ，ヨウ素液をたらした。すると，葉緑体の部分が青紫色

に変わった。このとき，次の各問いに答えよ。 

(1) 葉をあたためたエタノールにつけるのはなぜか。 

(2) エタノールの入ったビーカーを火で直接加熱することは危険なため行ってはならない。

それはなぜか。 

(補充問題) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 葉を脱色するため。 (2) エタノールは引火しやすいから。 

 

[問題] 

 葉の緑色をぬくために，エタノールを入れたビーカーをどのようにするのがよいか。最も

適当なものを次のア～エから選んで，その記号を書け。 

ア ガスバーナーで熱する 

イ 熱湯につける 

ウ 室温におく 

エ 氷水につける 

(福井県) 
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[解答欄] 

 

[解答]イ 

 

 

[問題] 

 暗室で水そうに一晩置いた 2 本のオオカナダモを準備し，1 本は A 明るい窓辺に，残りの

1 本はそのまま暗室に，それぞれ半日以上置いた。この 2 本のオオカナダモの先端近くの葉

をとって B エタノールで処理してから，ヨウ素液をたらして顕微鏡で観察し，葉緑体と葉緑

体以外の部分の色の変化を次の表にまとめた。後の各問いに答えよ。 
 

 明るい窓辺に置いたオオカナダモ 暗室に置いたままのオオカナダモ 

葉緑体 青紫色に変化した 変化なし 

葉緑体以外 変化なし 変化なし 
 

(1) 下線部 A に置いたオオカナダモからは，しばらくすると小さな気泡が発生しはじめた。

この気泡には，光合成によってできた気体が含まれている。①この気体は何か，名称を

書け。②また，それを確かめるには，気泡を試験管に集めた後，どのような操作を行え

ばよいか，次のア～エから最も適切なものを 1 つ選び，その符号を書け。 

ア 気体のにおいをかぐ。 

イ 試験管に石灰水を入れてよくふる。 

ウ 試験管の口に火を近づける。 

エ 試験管に火のついた線香を入れる。 

(2) 下線部 B の処理を行うのは葉をどうするためか，書け。 

(3) 表の結果からどのようなことがわかるか，書け。 

(石川県) 

[解答欄] 

(1)① ② (2) 

(3) 

[解答](1)① 酸素 ② エ (2) 葉を脱色するため。 (3) 光合成は葉緑体で行われ，光合成を

行うためには光が必要であること。 

[解説] 

(1) 光合成によって酸素が発生する。酸素の入った試験管に火のついた線香を入れると，線

香が燃え上がる。 
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【】ふ入りの葉を使った実験 

[問題] 

 図 1 は，コリウスのふ入りの葉をスケッチしたものである。この葉の一部を，図 2 のよう

にアルミニウムはくでおおって暗いところに一晩置き，翌日，ひなたに置いて日光を十分に

当てた。アルミニウムはくをはずしてこの葉を熱湯にひたしたあと，温めたエタノール中で

脱色し，ヨウ素液にひたした。ヨウ素液に反応し色が変化した部分を，図 3 のア～エの中か

ら 1 つ選び，その記号を書け。 

 

 

 

 

 

(埼玉県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

[解説] 

光合成でつくられたデンプンの一部は葉の中にたく

わえられている。一晩暗室
あんしつ

の中に置くのは，あらた

に光合成を行えないようにして，植物の呼吸によっ

て残されたデンプンを使い切らせるためである(暗

室では光がないため光合成は行われず，あらたにデ

ンプンがつくられることはない)。 

この実験は，光合成
こうごうせい

には光と葉
よう

緑体
りょくたい

が必要なことを

確かめるためのものである。右図の A の部分は緑色

なので葉緑体があり，かつ光も当たっているので光合成が行われてデンプンがつくられる。

したがって，ヨウ素
そ

液
えき

につけたとき A の部分は青
あお

紫 色
むらさきいろ

に変わる。図の B の部分には葉緑体

はあるが，光が当たっていないため光合成が行われずデンプンはつくられない。 

また，C の部分では光は当たるが，葉緑体がないため光合成が行われずデンプンはつくられ

ない(葉の「ふ」は葉緑体がないため白くなっている)。したがって，ヨウ素液につけたとき，

B と C の部分は色の変化はない。 

この実験で，A と B を比較
ひ か く

すると，光合成には光が必要であることが確認できる。 

また，A と C を比較すると，光合成には葉緑体が必要であることが確認できる。 

※入試出題頻度：「デンプン〇」「ヨウ素液〇」「青紫色〇」 

「実験の～と～を比較すると，光合成には光(葉緑体)が必要なことがわかる◎」 

「光合成に光(葉緑体)が必要であることはどことどこを比較すればよいか◎」 
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[問題] 

 光合成のしくみについて調べるため，アサガオのふ入りの葉を使って次のような実験を行

った。 

(実験) 

操作 1：アサガオの鉢を一昼夜暗室に置いた。その後，アサガオの葉の一部をアルミニウム

はくでおおい，じゅうぶんに光を当てた。 

操作 2：葉をとり，しばらく熱湯につけて葉をやわらかくした後，あたためたエタノールに

ひたして葉の緑色をぬいた。 

操作 3：操作 2 の葉を水にひたした後，ヨウ素液を入れたペトリ皿に入れ，色の変化を観察

した。 

(結果) 

次の図は，操作 1 で用いた葉を拡大したものである。A の部分のみ青紫色に変色し，B，C，

D の部分は変化が見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

次の文は，結果について考察したものである。文中の①，②にあてはまる適当な部分を，

図の B～D から選び，記号で答えよ。 

A と( ① )の比較により，光合成は葉の緑色の部分で行われることがわかる。 

A と( ② )の比較により，光合成には光が必要であることがわかる。 

(鳥取県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① C ② B 
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[問題] 

 日なたで育てていた鉢植えのアサガオを暗室に置

いた。2 日後，アサガオの葉の一部の両面を，右図

のようにアルミニウムはくでおおい，暗室から日な

たに戻してアサガオ全体に十分に日光を当てた。そ

の後，葉を茎から取り，アルミニウムはくをはずし

てから，熱湯に浸した。さらに，あたためたエタノールの中に葉を入れた後，取り出し，ヨ

ウ素液につけて，色の変化を観察した。 

(1) 実験で下線部の操作を行うのはなぜか，その理由を書け。 

(2) 実験の結果，葉の A～D の部分で青紫色になったのは A のみであった。次の文は，実験

結果から考察をまとめたものである。文中の①，②に適するものを，[  ]からそれぞれ

選べ。 

 葉の( ① )の部分の実験結果を比較することで，光合成が緑色の部分で行われるこ

とがわかった。また，葉の( ② )の部分の実験結果を比較することで，光合成に光が

必要であることがわかった。 

[ A と B A と C B と C B と D ] 

(3) 別のアサガオを用いて，前の実験において暗室に置く手順を省いた場合，葉の A の部分

だけでなく C の部分も青紫色になった。このことから，アサガオを暗室に置く理由を説

明せよ。 

(長崎県) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② 

(3) 

[解答](1) 葉を脱色するため。 (2)① A と B ② A と C 

(3) 葉にあるデンプンを植物の呼吸によって使い切らせるため。 
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[問題] 

ふ入りの葉を使って，葉の一部をアルミニウムはくでおおい，次の図のような実験を行っ

た。各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ヨウ素液につけたとき，青紫色に変化するのは A～C のどの部分か。 

(2) A と C を比較してわかる，光合成に必要なものを答えよ。 

(3) A と B を比較してわかる，光合成に必要なものを答えよ。 

(補充問題) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) A (2) 葉緑体 (3) 光 
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【】出入りする気体を確かめる実験 

[光合成では二酸化炭素が使われる] 

[問題] 

 タンポポの葉のはたらきを調べる

ために，次の手順 1～3 で実験を行

った。 

手順 1：図 1 のように，試験管 A に

はタンポポの葉を入れた状態で，試

験管 B には何も入れない状態で，両

方の試験管にストローで息をふきこ

んだ。 

手順 2：図 2 のように，試験管 A と試験管 B にゴム栓をし，太陽の光を 30 分間当てた。 

手順 3：試験管 A と試験管 B に，それぞれ静かに少量の石灰水を入れ，再びゴム栓をしてよ

く振った。 

(1) 実験でタンポポの葉を入れた試験管 A と何も入れない試験管 B を用意したように，調べ

たいことの条件を 1 つだけ変え，それ以外の条件を同じにして行う実験を何というか。 

(2) 実験についてまとめた次の文の①には A または B を，②には適する語句を，③には適す

る説明を入れて，文を完成せよ。 

 手順 3 の結果，石灰水がより白くにごったのは試験管( ① )である。石灰水のにご

り方のちがいは，試験管内の( ② )の量に関係している。試験管 A 内と試験管 B 内で

(②)の量にちがいが見られた理由は，試験管 A 内で，(  ③  )と考えられる。 

(長崎県) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② 

③ 

[解答](1) 対照実験 (2)① B ② 二酸化炭素 ③ タンポポの葉が光合成を行うときに二酸

化炭素を使ったから。 

[解説] 

二酸化炭素の有無を検出
けんしゅつ

するときの試薬
し や く

は石灰
せっかい

水
すい

で，

二酸化炭素があれば石灰水は白くにごる。呼気
こ き

(はく

息)の中には二酸化炭素が多く含まれているが，試験管

内に呼気を吹き込むのは，試験管内の二酸化炭素を増

加させるためである。B の試験管に吹き込まれた二酸

化炭素はそのままの状態で残っているので，石灰水を

加えると白くにごる。 
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これに対し，A の試験管内にはタンポポの葉があるので，光合成
こうごうせい

が行われ，二酸化炭素が使

われる。しばらくすると，試験管内の二酸化炭素はほとんどなくなってしまうので，この状

態で A に石灰水を加えても石灰水は変化しない。A のほかに B を用意したのは，植物がある

ことによって二酸化炭素が減少したことを確認するためである。すなわち，光・二酸化炭素

という条件を同じにして実験を行い，タンポポの葉を入れた A の試験管では石灰水を加えて

も石灰水が変化せず，B の試験管では石灰水が白くにごったことから，植物が二酸化炭素を

使ったことが確認される。このように調べようとすることがら以外の条件を同じにして行う

実験を対照
たいしょう

実験という。 

※入試出題頻度：「呼気は二酸化炭素を増やすため〇」「光合成で二酸化炭素を使った→石灰

水は変化しない〇」「対照実験〇」 

 

 

[問題] 

2 本の試験管 A，B を用意し，試験管 A にはタンポポの葉を入れ，

試験管 B には葉を入れず，それぞれに息を十分に吹きこんでゴム栓を

した。試験管 A，B を図のようにして十分に光をあてた後，それぞれ

の試験管に少量の石灰水を入れて再びゴム栓をし，よく振った。試験

管 A と B の石灰水のにごり方を比較したところ，ちがいが見られた。 

(1) 試験管 A に対する試験管 B のように，結果を比較するために，調

べようとする 1 つの条件以外はすべて同じ条件にしておこなう実験を何というか。 

(2) 試験管 B と比較したとき，試験管 A の石灰水のにごり方にどのようなちがいが見られた

か。タンポポの葉のはたらきに着目して，理由を含めて答えよ。 

(長崎県) 

[解答欄] 

(1) 

(2) 

 

[解答](1) 対照実験 (2) 試験管 B では石灰水が白くにごったが，試験管 A ではタンポポの

葉が光合成によって二酸化炭素を使ったので，石灰水はにごらなかった。 
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[問題] 

オオカナダモに光をあてると二酸化炭素が使われることを調

べるために，実験を行った。次は，その実験の手順と結果を示

したものである。後の各問いに答えよ。 

(手順) 

① オオカナダモを入れた試験管 A と，空の試験管 B を準備す

る。 

② ビーカーに入れたうす青色の BTB 溶液を緑色にするために，(     )。 

③ 緑色になった BTB 溶液を試験管 A と試験管 B に注ぎ，ゴムせんをする。 

④ 図のように，両方の試験管にじゆうぶん光をあてる。 

(結果) 

試験管 A では BTB 溶液がうす青色になったが，試験管 B では BTB 溶液は緑色のままだっ

た。 

(1) この実験で試験管 B を準備したように，調べようとすることがら以外の条件を同じにし

て行う実験を何というか。 

(2) 実験の目的から考えて，文中の(    )にあてはまる操作を，簡潔に書け。 

(3) 光をあてると，試験管 A のオオカナダモから，気泡が発生しはじめた。その気泡には，

ある気体が多くふくまれていた。ある気体とは何か。次の[  ]から 1 つ選べ。 

[ 二酸化炭素 水素 酸素 アンモニア ] 

(福岡県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 対照実験 (2) 呼気をふきこむ (3) 酸素 

[解説] 

BTB 溶液がうす青色のときはアルカリ性である。これに呼気をふきこむと，呼気に含まれて

いる二酸化炭素がとけて炭酸になり，液が中和されて中性になる(緑色)。 

A に光を当てると，オオカナダモが光合成を行って，二酸化炭素を使うので，BTB 溶液はう

す青色にもどる。これに対し，B の中の二酸化炭素量は同じなので，BTB 溶液は緑色のまま

である。 

この実験では，ほかの条件は同じにして，オオカナダモの有無という条件だけを変えている。

調べようとすることがら以外の条件を同じにして行う実験を対照実験という。これによって，

BTB 溶液がうす青色になったのは，オオカナダモのはたらきによることが確認できる。A の

試験管では，オオカナダモの光合成のはたらきによって，酸素が発生する。 
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[光合成で酸素が発生する] 

[問題] 

右の図のような装置を用いて，水草の切り口から出てくる気

泡について調べた。次の各問いに答えよ。 

(1) 出てくる気泡を試験管に集め，この試験管の中に火のつい

た線香を入れた。線香はどのようになったか。 

(2) (1)より，出てきた気泡には何という気体が多くふくまれて

いたことがわかるか。 

(3) しばらく光を当てていると，気泡がだんだん出なくなって

いった。それはなぜか。考えられることを，「二酸化炭素」

「光合成」という語句を使って書け。 

(4) この実験を，一度沸騰させてさました水を用いて行うと，水草からの気泡の出方はどの

ようになると考えられるか。簡単に書け。 

(補充問題) 

[解答欄] 

(1) (2) 

(3) 

(4) 

[解答](1) 燃え上がった。 (2) 酸素 (3) 水の中の二酸化炭素が水草の光合成に使われて減

少し，光合成が行えなくなったから。 (4) ほとんど気泡が出ない。 

[解説] 

この実験は，光合成
こうごうせい

によって酸素が発生する

ことを確認するためのものである。水草など

の植物は，光合成 [(水 )＋ (二酸化炭素 )＋

(光)→(デンプン)＋(酸素)]を行う。 

発生した酸素はものが燃えるのを助けるはたらきがあり，火のついた線香
せんこう

を近づけると， 

線香は燃え上がる。 

しばらく光を当てていると，あわがだんだん出なくなっていくが，これは水の中にとけこん

だ二酸化炭素が光合成で使われて少なくなり，光合成が行えなくなったためである。 

また，一度沸騰
ふっとう

させてさました水を用いて実験を行うと，水草からあわ(酸素)はほとんど発

生しない。これは，沸騰させることにより，水の中にとけ込んでいる二酸化炭素が追い出さ

れてしまうためである。 

※入試出題頻度：「酸素が発生〇」「線香が燃え上がる〇」 
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【】葉のつき方 

[問題] 

 次の文中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 アジサイの葉のつき方が右図のようになっているのは，葉の重なり

を①(少なく／多く)し，光合成に必要な②(酸素／二酸化炭素／光／水)

をできるだけ多く受けとるためと考えられる。 

(熊本県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 少なく ② 光 

[解説] 

植物を真上から見たときどの葉もたがいに重
かさ

ならない

ようについているが，これは，どの葉にも光(日光)が

よく当たるようにするためである。このことによって，

光合成
こうごうせい

のはたらきを効率
こうりつ

よく行うことができる。 

※入試出題頻度：「葉の重なりが少なくなるようになっている〇」 

「どの葉にも光がよく当たるようにするため〇」 

 

 

[問題] 

 右図は，葉のつき方を中心に，ある植物を上からスケッチしたもの

である。次の文の①，②に入る適切な語句を書け。 

葉のつき方は，上から見ると( ① )が少なくなるようになってい

る。このことは，効率よく( ② )を受けることができる点でつごう

がよいと考えられる。 

(兵庫県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 重なり ② 光 

 

[問題] 

 マツ，ツユクサ，ホウセンカの葉は，上から見ると重なり合わないようについている。そ

れはなぜか。植物がデンプンなどの栄養分をつくるはたらきを表す用語を用いて，簡潔に書

け。 

(奈良県) 
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[解答欄] 

 

[解答]光を効率よく受けて光合成を行うため。 

 

 

[問題] 

 図 1 の植物を上から見ると，葉のつき方に，日光を受

けるための工夫が認められた。図 2 は，図 1 の最下部の

3 枚の葉を上から見たときの模式図である。その葉のす

ぐ上についている 3 枚の葉を上から見たときのようすは

どのようになるか，図 2 にかき入れよ。 

(宮城県) 

[解答欄] 

 

[解答]  

 

 

[問題] 

葉のつき方の規則性を調べるために，図 1 のように

連続した 8 枚の葉を真上から観察した。茎から葉が出

る位置に着目し，根に近い葉から順に①～⑧の番号を

記したシールをはって真上から見ると，8 枚の葉(葉①

～葉⑧)は，たがいに重なり合わないようについていた。

図 2 は，真上から観察したようすを，模式的に表したものである。 

(1) 観察の結果，この植物の 8 枚の葉のつき方には，一定の規則があることがわかった。葉

⑤はどこについていると考えられるか。図 2 のア～エから 1 つ選び，記号で答えよ。 

(2) 次の文は，この植物の葉のつき方の利点について，説明したものである。(   )にあて

はまる適切な内容を答えよ。 

たがいに重なり合わないように葉をつけることで，植物がより多くの(   )ため，

光合成がさかんに行われ多くの栄養分をつくり出すことができる。 
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[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) イ (2) 日光を葉で受け取ることができる 

[解説] 

(1) 図 2 から，①を反時計方向に 135 度回転させた位置に②，②を反時計方向に 135 度回転

させた位置に③，③を反時計方向に 135 度回転させた位置に④があるので，⑤は④を反時計

方向に 135 度回転させたイの位置にあると推測できる。 

 

 

[問題] 

 多くの植物の葉は，うすくて平たい形をしている。そのような形をしていることの利点を，

「葉緑体」「光合成」という言葉を使って，簡潔に説明せよ。 

(宮城県) 

[解答欄] 

 

 

[解答]葉の中のすべての葉緑体に日光が当たりやすく光合成を効率的に行うことができると

いう利点。 

[解説] 

もし葉が厚いと，奥の方にある葉緑体には光が届きにくくなる。 
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【】光合成と呼吸 

【】光合成と呼吸 

[問題] 

右図は植物と気体の出入りを模式的に表したもので 

ある。X，Y は，それぞれ植物の何というはたらきを 

表しているか。 

(補充問題) 

[解答欄] 

X Y 

[解答]X 光合成 Y 呼吸 

[解説] 

植物は生きていくために，昼夜を問

わずつねに呼吸
こきゅう

を行っている。呼吸

では，酸素を取り入れて二酸化炭素

を排出している。夜は光がないため

光合成
こうごうせい

は行うことができず，呼吸の

みを行っている。 

昼間，植物は光合成を行い，二酸化

炭素を取り入れて酸素を排出している。昼間も呼吸を行っているが，呼吸による気体の出入

りより光合成により気体の出入りが多い。すなわち，呼吸によって排出する二酸化炭素より

も光合成によって取り入れる二酸化炭素の量が多く，呼吸によって取り入れる酸素よりも光

合成によって排出する酸素の量が多い。このため，昼間は，全体として，二酸化炭素を取り

入れて酸素を排出しているように見える。 

※入試出題頻度：「夜：呼吸のみ→酸素を取り入れ・二酸化炭素を排出〇」 

「昼：光合成＞呼吸→酸素を排出・二酸化炭素を取り入れ〇」 

 

 

[問題] 

 植物の葉が，①光があたっている昼間に行っていることと，②光があたらない夜に行って

いることを述べた文として最も適当なものを，それぞれ次のア～エの中から 1 つずつ選び，

記号を書け。 

ア 光合成と呼吸のどちらも行っている。 

イ 光合成は行っているが，呼吸は行っていない。 

ウ 呼吸は行っているが，光合成は行っていない。 

エ 光合成と呼吸のどちらも行っていない。 

(佐賀県) 
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[解答欄] 

① ② 

[解答]① ア ② ウ 

 

[問題] 

 次のア～エのうち，昼と夜の植物の光合成と呼吸による気体の出入りをまとめた文として

正しいものはどれか。1 つ選び，その記号を書け。 

ア 昼は，呼吸による気体の出入りの方が，光合成による気体の出入りより多く，夜は，呼

吸も光合成も行われないので，気体の出入りはない。 

イ 昼は，呼吸による気体の出入りの方が，光合成による気体の出入りより多く，夜は，呼

吸による気体の出入りだけである。 

ウ 昼は，光合成による気体の出入りの方が，呼吸による気体の出入りより多く，夜は，呼

吸も光合成も行われないので，気体の出入りはない。 

エ 昼は，光合成による気体の出入りの方が，呼吸による気体の出入りより多く，夜は，呼

吸による気体の出入りだけである。 

(岩手県) 

[解答欄] 

 

[解答]エ 

 

[問題] 

 次の文章中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 植物に十分な光があたっているとき，酸素は出ていく量の方が入ってくる量より 

①(多い／少ない)。また，二酸化炭素は出ていく量の方が入ってくる量より②(多い／少ない)。  

(京都府) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 多い ② 少ない 

 

[問題] 

 気孔から出入りする二酸化炭素について，次の文中の①～③の(  )内からそれぞれ適語

を選べ。 

 葉に十分に光があたっているとき，①(呼吸／光合成)によってとり入れる二酸化炭素の量

と②(呼吸／光合成)によって出る二酸化炭素の量との差から，全体としては気孔から二酸化

炭素が③(入る／出る)ことになる。 
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(岡山県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 光合成 ② 呼吸 ③ 入る 
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【】袋を使った実験 

[問題] 

 ある植物を，暗い場所に十分な時間おいた後，同じ

量の葉を 2 つの透明な袋(袋 A，袋 B)に入れ，密閉し

た。それぞれの二酸化炭素の割合(濃度)を気体検知管

で測定したところ，2 つの袋の中の二酸化炭素の割合

は同じであった。そして，袋Aは日光があたる場所で，

袋 B は暗い場所でそれぞれ 3 時間放置した。その後，

それぞれの袋の中の二酸化炭素の割合を気体検知管で測定したところ，①どちらの値も実験

前とは異なっていた。ただし，2 つの袋は光以外の条件は同じとする。次に，それぞれの袋

の葉を取り出し，熱湯につけた後，エタノールを使って葉の緑色をぬき，水で洗った。そし

て，その葉をヨウ素液にひたしたところ，②袋 A から取り出した葉は青紫色になったが，袋

B から取り出した葉は青紫色にはならなかった。 

(1) 1)下線部①について，次のア～ウを二酸化炭素の割合が低い順に記号で書け。 

2)また，二酸化炭素の割合が最も低い空気について，そのようになる理由を書け。 

ア 実験前の袋 A の中の空気 

イ 実験後の袋 A の中の空気 

ウ 実験後の袋 B の中の空気 

(2) 下線部②について，袋 A から取り出した葉には何がつくられたと考えられるか。そのつ

くられた物質の名前を書け。 

(福井県) 

[解答欄] 

(1)1) 2) 

(2) 

[解答](1)1) イ，ア，ウ 2) 光合成によって二酸化炭素が使われたから。 (2) デンプン 

[解説] 

暗い場所に十分な時間置くのは，光合成を行えないようにしてあらたなデンプンがつくられ

ないようにするためである。すでにつくられていたデンプンは糖に変えられ，体全体に運ば

れる。袋 B は暗い場所で 3 時間放置したが，光がないため光合成は行えず，呼吸のみを行い，

呼吸のはたらきで二酸化炭素が増加する。袋 A は光を当てているため，光合成を行うことが

でき，光合成の原料として二酸化炭素を使う。このとき，呼吸も同時に行い二酸化炭素を排

出しているが，呼吸によって排出する二酸化炭素より光合成によって吸収する二酸化炭素の

量が多いため，全体としては二酸化炭素は減少する。したがって， 

(実験後の袋 A の二酸化炭素)＜(実験前の袋 A・B の二酸化炭素)＜(実験後の袋 B の二酸化炭

素)となる。 
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※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 

 

[問題] 

 図 1 のように，透明なポリエチレンの袋に新鮮なホウレ

ンソウの葉を入れ，息を十分に吹きこんだものを装置 A，

ホウレンソウの葉を入れずに息だけを十分に吹きこんだも

のを装置 B とし，装置 A，B に 3 時間光を当てた。また，

図 2 のように，透明なポリエチレンの袋に新鮮なホウレン

ソウの葉と空気を十分に入れたものを装置 C，ホウレンソ

ウの葉を入れずに空気だけを十分に入

れたものを装置 D とし，装置 C と D

を光の当たらない暗い場所に 3 時間置

いた。その後，装置 A～D の袋の中の

気体を，図 3 のように石灰水に通して，

石灰水の変化を調べた。表は，実験結果をまとめたもので

ある。 

(1) 装置 A と比較するために用意した装置 B のように，調べよ

うとしている条件以外を同じにして行う実験は何と呼ばれ

るか。その名称を書け。 

(2) 次の文の①，②の(  )の中から，それぞれ適当なものを選

べ。 

 表の結果から，装置 C では実験前に比べて二酸化炭素の量が①(増加／減少)しており，

装置 C のホウレンソウの葉は②(光合成／呼吸)を行っていることが分かる。 

(3) 他の植物と同様にホウレンソウは，光の当たる場所では光合成と呼吸の両方を行ってい

る。装置 A が表のような結果となった理由を「光合成」「呼吸」の語句を使って書け。 

(愛媛県) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② 

(3) 

[解答](1) 対照実験 (2)① 増加 ② 呼吸 (3) 光合成による二酸化炭素の吸収量が呼吸に

よる二酸化炭素の放出量を上回るから。 

[解説] 

A：光合成による二酸化炭素の吸収量が呼吸による二酸化炭素の放出量を上回るため，二酸

化炭素が減少→石灰水は変化しない 

B：呼気の中の二酸化炭素が残ったまま→石灰水が白くにごる 

装置 石灰水の変化 

 A 変化しなかった 

 B 白くにごった 

 C 白くにごった 

 D 変化しなかった 
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C：呼吸によって二酸化炭素が増加→石灰水が白くにごる 

D：微量な二酸化炭素が少ないまま残る→石灰水は変化しない 

 

 

[問題] 

 植物のはたらきを調べるために，次の実験を①，②の順に行った。 

(実験) 

① 図 1 のように，透明なポリエチレンの袋

の中へ，新鮮なホウレンソウと十分な空

気を入れ密閉した A，新鮮なモヤシと十

分な空気を入れ密閉した B，十分な空気

だけを入れ密閉した C の 3 つを用意し，

日光が十分に当たる場所に数時間放置した。 

② 図 2 のように，ストロー

を使ってそれぞれの袋の

中の気体を，緑色に調整

したBTB溶液に通して，

色の変化を調べたところ，

表のようになった。次の問いに答えよ。 

(1) B の袋の中の気体を通した BTB 溶液の性質は，どのように変化したと考えられるか。次

のア～エの中から最も適当なものを 1 つ選び，その記号を書け。 

ア アルカリ性から中性になった。  イ 中性から酸性になった。 

ウ 酸性から中性になった。     エ 中性からアルカリ性になった。 

(2) (実験)②の結果から，B の袋の中で増えたと考えられる気体は何か，1)その化学式を書け。

2)また，この気体が増えたのは，植物のどのようなはたらきによるか，そのはたらきを

漢字で書け。 

(3) この実験で，C を用意したのは何のためか，その理由を簡単に書け。 

(4) A の袋の中の気体を，BTB 溶液に通しても色が変化しなかった。その理由を，植物のは

たらきにふれて説明せよ。 

(山梨県) 

[解答欄] 

(1) (2)1) 2) 

(3) 

(4) 

 

 BTB 溶液の色の変化 

A 変化しない 

B 黄色に変化した 

C 変化しない 
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[解答](1) イ (2)1) CO2 2) 呼吸 (3) 空気だけでは BTB 溶液の色が変化しないことを確

かめるため。 (4) 呼吸よって二酸化炭素が排出されるが，排出された二酸化炭素の量と同

じか，それ以上の二酸化炭素を光合成のはたらきで消費するので，BTB 溶液が酸性にならな

かったから。 

[解説] 

BTB 液はアルカリ性では青色，酸性では黄色，中性では緑色になる。 

＊暗記法(ああ，サンキュー，ちみ：あ(アルカリ性)あ(青色)，サン(酸性)キ(黄色)ュー，チ(中

性)ミ(緑色)) 

B の袋の気体を BTB 溶液に通すと，BTB 溶液が黄色になり溶液が酸性になったことがわか

る。溶液を酸性にした原因はモヤシの呼吸によって排出された二酸化炭素 CO2である。二酸

化炭素は水にとけると炭酸になり，弱酸性を示す。(モヤシは葉緑体をもたず光合成は行わな

い) 

A の袋の中のホウレンソウも呼吸を行い二酸化炭素を排出するが，呼吸と同時に光合成も行

い，光合成の原料として二酸化炭素を吸収している。十分な日光があたっているとき，光合

成で吸収する二酸化炭素の量は呼吸によって排出する二酸化炭素の量よりも多いため，袋の

中の二酸化炭素は減少する。したがって，袋 A の中の二酸化炭素の濃度は袋 C よりも低いた

め，BTB 溶液に通しても BTB 溶液の色は変化しない。 

 

 

[問題] 

 袋に新鮮な緑色の葉を入れたのち，息を数回ふきこみ，袋の口を閉じ

た。次に，二酸化炭素用気体検知管を袋の口からさしこみ，袋の中の二

酸化炭素の濃度を測定した。これを光の当たる場所に置いた。数時間後，

再び二酸化炭素の濃度を測定すると，二酸化炭素の濃度が減少していた。

その理由を｢光合成｣と｢呼吸｣の関係に着目して，簡潔に書け。 

(群馬県) 

[解答欄] 

 

 

[解答]植物が呼吸で排出する二酸化炭素の量より，光合成で取り入れる二酸化炭素の量が多

いため，袋の中の二酸化炭素が減少したから。 
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【】オオカナダモを使った実験 

[問題] 

 光合成と呼吸によって出入りする気体について，次の①～⑥の手順で調べた。 

① ビーカーに入れた青色の BTB 溶液に，ストローで呼気を吹き

込み，BTB 溶液の色を緑色にした。 

② 2本の試験管X とY のそれぞれを，①のBTB溶液で満たした。 

③ 試験管 X と Y のそれぞれに，同じぐらいの大きさのオオカナダ

モを入れ，そのあとすぐ，それぞれの試験管にゴム栓をした。 

④ 試験管 Y の全体をアルミニウムはくでおおった。 

⑤ 試験管 X と Y を，右図のようにして窓辺に置き，試験管 X と Y

に，同じように 1 時間光を当てた。 

⑥ ⑤のあと，試験管 X，Y 内の BTB 溶液の色の変化を観察した。 

右の表は，⑥で観察した，実験の結果を

示したものである。次の問いに答えよ。 
 

(1) 次の文章は，陽子さんが，試験管 Y についての結果をもとに，考えたことをまとめたも

のである。①～③にあてはまるものをそれぞれ(  )内から選べ。 

試験管Y内で BTB 溶液の色が黄色になったことから，BTB溶液が①(酸性／アルカリ性)

になったことがわかる。これは，試験管 Y 内では，オオカナダモが②(呼吸／光合成) は

行わないで③(呼吸／光合成)を行ったため，BTB 溶液に溶けている二酸化炭素の量が増

加したからだと考えられる。 

(2) 試験管 X 内で BTB 溶液の色が青色になったことから，BTB 溶液に溶けている二酸化炭

素の量が減少したことがわかる。試験管 X 内の BTB 溶液に溶けている二酸化炭素の量

が減少したのはなぜか。その理由を，試験管 X 内のオオカナダモにおける二酸化炭素の

出入りに着目して，光合成と呼吸という 2 つの用語を使って書け。 

(山形県) 

[解答欄] 

(1)① ② ③ 

(2) 

 

 [解答](1)① 酸性 ② 光合成 ③ 呼吸 (2) 呼吸によって排出される二酸化炭素の量より

光合成によって使われる二酸化炭素の量が多いため。 

 

 試験管 X 試験管 Y 

BTB 溶液の色 青色になった 黄色になった 
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[解説] 

BTB 液はアルカリ性では青色，酸性では黄色，中性では緑色になる。 

＊暗記法(ああ，サンキュー，ちみ：あ(アルカリ性)あ(青色)，サン(酸性)キ(黄色)ュー，チ(中

性)ミ(緑色)) 

この実験で使う BTB 溶液は最初は青色なのでアルカリ性である。息を吹き込むと息の中に

含まれている二酸化炭素が水溶液にとけて炭酸
たんさん

(酸性)になり，中和してアルカリ性が中性に

なり，BTB 液の色は緑色になる。試験管 Y はアルミニウムはくにおおわれているため，オ

オカナダモは光合成を行うことができず，呼吸のみを行う。呼吸によって試験管内の二酸化

炭素の量が増えて液は酸性になり，BTB 溶液は黄色に変化する。 

試験管 X のオオカナダモは光が当たっているので光合成を行い，二酸化炭素を吸収する。オ

オカナダモは呼吸も行っているが，呼吸で排出する二酸化炭素よりも光合成によって吸収す

る二酸化炭素の量が多いため，全体として二酸化炭素は減少する。二酸化炭素の量が減少す

ることで，BTB 溶液はもとのアルカリ性になり，液の色は青色に変化する。 

※入試出題頻度：この単元はしばしば出題される。 

 

 

[問題] 

オオカナダモの光合成と呼吸を調べた次の実験について，あとの(1)～(3)の問いに答えよ。 

(実験) 

① 図のように，二酸化炭素をとけこませて緑色に調整した

BTB 溶液を，試験管 A～D に入れたあと，試験管 A，C には

オオカナダモを入れ，試験管 C，D は光が当たらないように

アルミニウムはくで包んだ。 

② 暗室で，図の試験管に，1m 離れた距離から電球の光を

当てた。1 時間後，試験管 A～D における BTB 溶液の色の変

化を観察し，その結果を表にまとめた。 

 

(1) 試験管 C の BTB 溶液の色が緑色から黄色になったことから，BTB 溶液は①(アルカリ／

酸)性になったことがわかる。これは，試験管 C の BTB 溶液にとけている二酸化炭素の

量が②(減少／増加)したためである。①，②の(  )内より適語を選べ。 

(2) オオカナダモを入れない試験管 B，D を用意した理由を説明せよ。 

(3) 試験管 A の BTB 溶液の色が緑色から青色に変化した理由を，光合成と呼吸という 2 つ

の語句を用いて説明せよ。 

(宮城県) 

 

試験管   A   B   C   D 

BTB 溶液の色の変化 青色になった 変化なし 黄色になった 変化なし 
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[解答欄] 

(1)① ② 

(2) 

(3) 

 

[解答](1)① 酸 ② 増加 (2) BTB 溶液の色の変化がオオカナダモのはたらきによるもので

あることを確認するため。 (3) 呼吸によって排出する二酸化炭素の量よりも光合成で使う

二酸化炭素の量が多く，水溶液中の二酸化炭素の量が減少したから。 

[解説] 

(1) 試験管 C では光が当たらないので，オオカナダモは光合成ができず，呼吸のみを行う。

オオカナダモの呼吸によって，試験管内の二酸化炭素が増加する。二酸化炭素は水にとける

と炭酸になり，酸性を示す。BTB 溶液が黄色になったのは液が酸性になったためである。 

(3) 試験管 A では光が当たっているので，オオカナダモは光合成を行うことができる。二酸

化炭素は光合成の原料なので，光合成によって二酸化炭素量は減少する。オオカナダモは呼

吸も行っており，呼吸のはたらきによって二酸化炭素は減少する。呼吸による二酸化炭素の

増加量より，光合成による二酸化炭素の減少量が多いため，全体として二酸化炭素は減少す

る。二酸化炭素の減少によって，液は中性からアルカリ性になり，BTB 溶液が青色に変化し

たと判断できる。 
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【】茎・根・葉のつくりとはたらき 

【】根つくりとのはたらき 

[根の維管束] 

[問題] 

 葉でつくられた養分の通り道は，根の断面図では a，b のうちの 

どちらか。 

(和歌山県) 

[解答欄] 

 

[解答]a 

[解説] 

根の根
こん

毛
もう

で吸収した水や，水にとけた肥料分

は道管
どうかん

によって運ばれる。右図のように，根

では中心部に近い方に道管がある。 

光合成によって作られた養分を運ぶのは師管
し か ん

である。 

※入試出題頻度：「道管(図)〇」「師管(図)〇」 

 

 

[問題] 

 右図は，ある植物の根の断面のようすをスケッチしたものである。光

合成のはたらきでつくられたデンプンは，どのようにして根を移動する

か。ア～エから 1 つ選び，記号で書け。 

ア デンプンのまま，X の管を通って移動する。 

イ デンプンのまま，Y の管を通って移動する。 

ウ 水にとけやすい物質に変えられ X の管を通って移動する。 

エ 水にとけやすい物質に変えられ Y の管を通って移動する。 

(大分県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

[解説] 

根の断面の中心部に近い Y が道管，中心部から遠い X が師管で，葉でつくられたデンプンは

水にとけやすい物質に変えられ，師管 X を通って送られる。 
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[根毛] 

[問題] 

 ある種子植物を土からほり上げ，根を観察したと

ころ，図Ⅰのように主根と側根が見られ，若い根に

は図Ⅱのような綿毛のようなものがあった。綿毛の

ようなものを何というか。ことばで書け。 

(岩手県) 

[解答欄] 

 

[解答]根毛 

[解説] 

根はこまかく枝分かれし，先端近く

に根
こん

毛
もう

が生えている。根毛があるこ

とで，土と接する根の面積が広くな

り，多くの水や水にとけた肥料分を

とりこむことが可能になる。 

※入試出題頻度：「根毛◎」「土と接する面積が広くなる◎」「多くの水や肥料分をとりこむこ

とが可能になる◎」 

 

[問題] 

 根は，先端近くにある根毛によって土から水などを吸収する。根毛は細いので，土の小さ

なすき間に広がることができる。また，根毛があることで，根の(   )ため，水などを効

率よく吸収することができる。文中の(   )にあてはまる内容を，簡潔に書け。 

(福岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]表面積が広くなる 

 

[問題] 

 根毛のはたらきにより，根は土からぬけにくくなり，根の面積は広くなる。根の面積が広

くなると，植物にとってどのようにつごうがよいか，書け。 

(北海道) 

[解答欄] 

 

[解答]水や肥料分を吸収しやすくなる。 
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[問題] 

 根の先端には多数の根毛が生えている。根毛の役割を 2 つ書け。 

(福井県) 

[解答欄] 

 

[解答]根の表面積を広げて吸水しやすくする。土の粒の間に入り込み，ぬけにくくする。 
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【】茎のつくりとはたらき 

[道管] 

[問題] 

植物の根からとり入れた水や水にとけた肥料分の通る管を何というか。 

(栃木県) 

[解答欄] 

 

[解答]道管 

[解説] 

根から吸い上げた水と水にとけ

た肥料
ひりょう

分は，根・茎・葉の道管
どうかん

を

通る。葉のついた茎を，赤イン

クで着色した水を入れた三角フ

ラスコにさして，数時間後，茎

の断面を顕微鏡で観察すると。

水の通る道管の部分が赤く染ま

っているのが観察される。道管

と師管
し か ん

が集まった維管束
いかんそく

は，図のように，ホウセンカなどの双子葉類では輪の形に並んでお

り，トウモロコシなどの単子葉類では全体に散らばっている。いずれの場合でも，道管は維

管束の内側方向にある。 

※入試出題頻度：「維管束〇」「道管(水や水にとけた肥料分の通り道)〇」 

「赤インクで着色した水→赤く染まる部分の語句(道管)と，それを図から選択する問題〇」 

 

 

[問題] 

 三角フラスコに，食紅で赤く着色した水を入れ葉のついているホ

ウセンカの茎をさし入れた。一日経過した後，茎の部分を切り，そ

の断面を観察したところ，赤く染まった部分があった。赤く染まっ

た部分を，①右図のア～エから選べ。②また，その名称を書け。 

(群馬県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① ウ ② 道管 
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[問題] 

 右図はブロッコリーの茎を薄く切ってスライドガラスにのせ，顕微

鏡で観察したスケッチである。次の文章中の①に適語を入れよ。また，

②，③の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 図で，道管と師管が集まって束になった X の部分は，( ① )と呼

ばれる。図の道管と師管のうち，茎の中心側にあるのは②(道管／師管)

である。また，図の道管と師管のうち，染色された部分は，根から吸収 

した水が通る③(道管／師管)である。 

(愛媛県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 維管束 ② 道管 ③ 道管 

 

[問題] 

ホウセンカを赤いインクで着色した水にさしておいた。赤色

の水を吸収させたホウセンカの茎を輪切りにした横断面と，そ

の茎の中心を通り横断面に垂直な面で茎を縦に切った縦断面と

をそれぞれ観察したところ，いずれにも赤く染まった部分があ

った。図 I は，赤色の水を吸収させたホウセンカの茎を輪切り

にし，赤く染まった部分が輪のようになった横断面をスケッチ

したものである。図Ⅱは，顕微鏡を用いて図 Iのスケッチにおける  

付近にあたる茎の横断面を 60 倍の倍率で観察したときの写真であ

り，P で示した部分の周辺が赤く染まっているようすが観察できた。 

(1) 次のア～エのうち，縦断面において赤く染まった部分のようす

を表した模式図として最も適しているものを 1 つ選べ。 

 

 

 

 

 

(2) 次の文は，観察から考察できる内容について述べたものである。文中の①，②に入れる

のに適している語をそれぞれ書け。 

図Ⅱ中の P で示した部分の周辺が赤く染まって観察されたのは，P を通った赤色の水

がその周辺を染めたからである。P は根から吸収した水が通る管であり，( ① )と呼ば

れている。P のような根から吸収した水が通る管や葉で作られた養分が通る管が集まっ

た部分は( ② )と呼ばれている。 
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(大阪府) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② 

[解答](1) ア (2)① 道管 ② 維管束 

 

 

[問題] 

 ある被子植物を，赤く着色した水の中に 2 時間程度 

つけておいた。右図のア，イは道管または師管を表して 

いる。観察したときに赤く染まっていたのはどちられか。 

(福井県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

茎の部分で，茎の中心に近い方が道管なので，イが道管であると判断できる。 

 

[問題] 

 道管のはたらきを簡単に書け。 

(長崎県) 

[解答欄] 

 

[解答]根から吸収した水や，水にとけた肥料分を運ぶ。 

 

 

[師管：葉でつくられた養分の通り道] 

[問題] 

 ジャガイモの葉でつくられたデンプンは，水にとける養分に変えられ，維管束の中の

( X )を通り，細胞に運ばれて生きるためのエネルギーとして使われる。また，一部は養分

としてたくわえられて，いもになる。文中の X に適語を入れよ。 

(鹿児島県改) 

[解答欄] 

 

[解答]師管 
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[解説] 

葉の葉緑体で光合成によってデンプンがつくられる。デンプ

ンは植物の全身の細胞の呼吸で使われるので，葉から全身の

細胞へ送る必要がある。しかし，デンプンは水にとけないの

で，水にとける物質に変えられて師管
し か ん

を通って植物の全身に送られる。 

※入試出題頻度：「師管(葉緑体でつくられた養分の通り道)〇」「師管の位置(図)〇」 

「水にとけやすい物質(ショ糖)に変えられて運ばれる〇」 

 

[問題] 

 光合成の結果つくられたデンプンは，どのような物質に変えられて植物の体の中を移動し

ているか。 

(鳥取県) 

[解答欄] 

 

[解答]水にとけやすい物質 

 

[問題] 

 光合成でつくられた葉のデンプンは，別の物質に変えられて師管を通り，胚珠に運ばれ再

びデンプンとしてたくわえられる。デンプンが運ばれるとき別の物質に変えられる理由を説

明せよ。 

(宮城県) 

[解答欄] 

 

[解答]デンプンは水にとけないので，水にとける物質にかえる必要があるから。 

 

[問題] 

 次の文について，後の各問いに答えよ。 

 果実などにたくわえられる養分は，光合成とよばれるはたらきにより，水と( ① )から

つくり出したデンプンがもととなっている。光合成は，葉の内部の細胞の中にある( ② )

で行われる。葉でつくられたデンプンは( ③ )性質をもつ物質に変わって，果実や根，茎

などに運ばれ，再びデンプンに変わってたくわえられる。 

(1) 文の①，②にあてはまる，最も適切な語をそれぞれ答えよ。 

(2) 文の下線部について，デンプンはどのような性質をもつ物質に変わるか，③にあてはま

る内容を答えよ。 

(鳥取県) 
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[解答欄] 

(1)① ② (2) 

[解答](1)① 二酸化炭素 ② 葉緑体 (2) 水にとけやすい 

 

 

[問題] 

 右図は，植物のからだと師管のようすの一部を表した模式図で

ある。図の で囲まれた P と Q の部分において，光合成でつ

くられた養分は，師管の中を主にどちらの方向に移動するか。そ

れぞれ適当なものを 1 つずつ選び，ア，イの記号で書け。 

(愛媛県) 

[解答欄] 

P Q 

[解答]P ア Q イ 

 

 

[問題] 

 右図の茎のつくりに関して，次の各問いに答えよ。 

(1) 図中に X で示した管は，根から吸収した水や，水にとけた肥料分の通

り道になっている。この管は何と呼ばれるか。その名称を書け。 

(2) 図中の師管は，葉でつくられたどのようなものを通すはたらきをして

いるか。漢字 2 字で答えよ。 

(香川県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 道管 (2) 養分 

[解説] 

葉
よう

緑体
りょくたい

で光合成
こうごうせい

によってつくられた養分
ようぶん

(デンプンが水

にとけやすい物質に変えられたもの)は師管
し か ん

を通って全

身に運ばれる。師管は生きた細胞からできており，上下

のしきりに小さな穴があいていて養分はこの生きている

細胞の中を次々に移動していく。道管の束と師管の束が

集まった部分を維管束
いかんそく

といい，道管は内側の中心部に近

い方にあり，師管は外側にある。 
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[問題] 

右図はアサガオの茎の断面を示している。図において，葉でつくられた養分

の通る管がある部分を黒く塗りつぶしたものとして最も適当なものは，次のど

れか。 

 

 

 

(長崎県) 

[解答欄] 

 

[解答]エ 

 

 

[問題] 

 図 1 はある植物の茎のつくりを，図 2 は根のつくりを模式的に示したものである。次の各

問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

(1) 図 1 の A の部分を何というか，その名称を書け。 

(2) 葉で作られたデンプンが，水にとけやすい物質に変えられて運ばれるのはどの管か。図 1，

図 2 の a～d の中から 2 つ選び，その記号を書け。 

(3) (2)の管の名称を書け。 

(青森県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 維管束 (2) a，d (3) 師管 
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[単子葉類と双子葉類の維管束の違い] 

[問題] 

 トウモロコシを，赤インクで着色した水にさしておいた。しばらくして，その茎を輪切り

にして断面をルーペで観察し，濃い赤色に染まった部分がわかるように模式図に表した。 

①トウモロコシの茎の断面を表した模式図は次の図のア～エのどれか。②また，そのように

判断した理由を｢維管束が｣という書き出しで書け。 

 

 

 

 

(長崎県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① ウ ② 維管束が全体に散らばっているから。 

[解説] 

植物の茎の内部にあり，道管と師管が集ま

っている部分を維管束という。ホウセンカ

などの双子葉類は維管束
いかんそく

が周辺部に輪
わ

の形

に並び，トウモロコシなどの単子葉類の維

管束は全体に散らばっている。 

双子葉類の場合も単子葉類の場合も，維管

束の中の道管
どうかん

は茎の中心に近い方にあり，

根から吸収した水や肥料分の通り道になっ

ており，着色した水につけておくと，この部分が赤く染まる。 

※入試出題頻度：「双子葉類(ホウセンカなど)：維管束は輪状(図)，道管の位置(図)〇」 

「単子葉類(トウモロコシなど)：維管束は散らばっている(図)，道管の位置(図)〇」 

 

[問題] 

 次の文中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 アサガオは双子葉類であり，維管束は①(輪状に並んで／ばらばらに分布して)おり，葉脈

は②(網状／平行)脈になっている。 

(茨城県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 輪状に並んで ② 網状 
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[問題] 

 ナシの枝には，植物の体の中で物質を運ぶための 2 種類の管が通っている。葉でつくられ

た養分が運ばれる管が集まっている部分をぬりつぶした模式図として，最も適切なものを，

次のア～エから 1 つ選び，記号で答えよ。なお，ナシの葉脈は網目状になっている。 

 

 

 

 

(鳥取県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

[解説] 

ナシは「葉脈が網目状」なので双子葉類で，茎の維管束はアやウのようになっている。 

 

[問題] 

ホウセンカとトウモロコシの根を切りとり，赤インクをとかした水の入った三角フラスコ

にそれぞれの茎をさし，明るいところに置いた。3 時間後，どちらの植物の葉にも赤く染ま

った部分が見られた。次に，それぞれの茎をうすく輪切りにして横断面を双眼実体顕微鏡で

観察したところ，どちらの茎の横断面にも赤く染まった部分が見られた。ホウセンカの茎の

横断面はどのように見えるか。次のア～エの模式図から 1 つ選び，符号で書け。なお，模式

図で黒くぬったところは，赤く染まった部分を示している。 

 

 

 

(岐阜県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

ホウセンカは双子葉類なので，維管束は周辺部に輪の形に並ぶ。道管は茎の中心部に近い方

にあるので，イのように内側の部分が赤く染まる。トウモロコシは単子葉類なので，維管束

は全体に散らばっている。個々の維管束で道管は茎の中心部に近い方にあるので，ウのよう

に中心部に近い方が赤く染まる。 
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[問題] 

 右図は，ユリの茎の断面を表したものである。 

(1) a は，水や水にとけた肥料分が通る管と，葉でつくられた養分が通

る管が集まって，束のようになった部分である。この部分を何とい

うか。 

(2) a の並び方をもとに被子植物を 2 つに分けたとき，ユリと同じなか

まに入る植物は次のどれか，次からすべて選べ。 

[ ヒメジョオン アサガオ トウモロコシ ホウセンカ イネ ] 

(秋田県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 維管束 (2) トウモロコシ，イネ 

[解説] 

単子葉類の維管束は全体にちらばった状態になっている。単子葉類の植物としては，トウモ

ロコシ，ユリ，ツユクサ，イネ，タマネギなどがある。 

 

 

[問題] 

 根のついたホウセンカを赤インクで着色した

水につけた。1 時間後，茎をうすく輪切りにし

てプレパラートをつくり，断面を顕微鏡で観察

したところ，茎の一部が赤く染まっていた。観

察した断面の模式図として適切なものを，右図

のア，イから 1 つ選んで，その符号を○で囲み，赤く染まった部分をすべて黒く塗りつぶし

て示せ。 

(石川県) 

[解答欄] 

 

[解答]  
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[解説] 

ホウセンカは双子葉類なので，維管束はアのように輪状になっている。各維管束の内側の中

心に近い方が根から吸収した水などが通る道管なので，赤インクで着色した水につけてしば

らくおくと，この部分が赤く染まる。 

 

 

[問題] 

  ホウセンカとトウモロコシを，食紅で着色し

た水が入ったフラスコに入れ，フラスコの口に

脱脂綿を詰め固定した。1 時間後，水面の上に

あるそれぞれの茎をうすく輪切りにし，茎の横

断面を顕微鏡で観察した。それぞれの茎の横断

面の一部が，食紅で強く染まっていた。図は，

それぞれの茎の横断面の模式図である。図で，

食紅で強く染まった部分の組み合わせはどれか。

ア～エうちから最も適当なものを 1 つ選び，そ

の符号を書け。 

ア a と d  イ a と e  ウ b と c  エ c と d 

(千葉県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

トウモロコシなどの単子葉類の維管束
いかんそく

は全体に散

らばっている。個々の維管束には，根から吸収し

た水や水にとけた肥料分
ひりょうぶん

が通る道管
どうかん

と，葉緑体で

つくられた養分が通る師管
し か ん

がある。双子葉類の場

合と同様に，道管は茎の中心に近い方にあり少し

大きな穴のように見える。着色した水につけてお

くと，各維管束の中心に近い道管の部分が赤く染
そ

まる。 

※入試出題頻度：「単子葉類の道管：中心に近い方にある〇」 
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【】葉のつくりとはたらき 

[葉の維管束] 

[問題] 

 右図は，ホウセンカの葉をかみそりの刃でうすく切り，その断 

面を顕微鏡で観察したときのスケッチである。この図で，根から 

吸収した水や肥料分が通る管が集まっているのはどの部分か。 

a～d のうちから 1 つ選び，その記号を書け。 

(奈良県) 

[解答欄] 

 

[解答]b 

[解説] 

葉には筋
すじ

のようなつくりが見られるが，これは葉脈
ようみゃく

と呼ばれている。葉脈の部分には，根から吸収した

水や，水にとけた肥料分
ひりょうぶん

の通り道である道管
どうかん

(上の部

分)と，葉緑体でつくられた養分の通り道である師管
し か ん

(下の部分)が通っている。道管と師管をあわせて

維管束
いかんそく

という。 

※入試出題頻度：「道管(図)〇」「師管(図)〇」 

 

 

[問題] 

 日の当たる場所に生えているヨモギの葉を 1 枚切り取り，葉

の断面を顕微鏡で観察した。右図はそのときのスケッチであり，

多くの細胞に緑色の粒が見られた。 

(1) 実験で観察された緑色の粒は何か。 

(2) 葉でつくられたデンプンは，水にとけやすい物質になり，植

物のからだのすみずみにいきわたる。観察した葉の断面にお

いて，この物質が通る部分はどこか。図のア～エから選び，記号で答えよ。 

(山口県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 葉緑体 (2) イ 
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[問題] 

 葉の横断面の模式図で，道管と師管の分布を表しているものを，次のア～エの中から 1 つ

選んで，その記号を書け。ただし， は葉の表を， は葉の裏を表している。また，

●は道管を表し，○は師管を表している。 

 

 

 

(茨城県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

葉脈の上の部分が道管●で，下の部分が師管〇である。 

 

[問題] 

 右図は，ある植物の茎から葉にかけての断面を模式

的に表したものである。①葉の表側を通る管 X は道管

か師管か。②また，管 X を通る物質が運ばれる向きは

A か B か。 

(埼玉県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 道管 ② B 

 

[問題] 

 右図は，ある種子植物の葉の断面のつくりを模式的に表

したものである。次の各問いに答えよ。 

(1) A を何というか。漢字 3 文字で答えよ。 

(2) 葉でつくられた養分は，図の a，b のどちらを通り，か

らだ全体へ運ばれるか。①記号と②その名称を書け。 

(青森県) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② 

[解答](1) 維管束 (2)① b ② 師管 
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[問題] 

図Ⅰのように，赤インクで着色した水を入れた三角フラスコにホウセンカを入れた。数時

間おいた後に，茎と葉の断面を観察したところ，茎の断面，葉の断面とも道管が赤く染まっ

た。図Ⅱは，実験のホウセンカの茎と葉の断面をそれぞれ模式的に示したものである。赤く

染まった道管を，図Ⅱのア～カからすべて選べ。 

 

 

 

 

 

 

(群馬県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ，エ 

 

 

[問題] 

 次の文章中の①～③に適語を入れよ(または，適語を選べ)。 

 図 1 は，ツバキの茎の横断面を示した模

式図である。植物の体で，根から吸収した

水が通る管を( ① )といい，図 1 の 

②(a／b)と図 2 の(c／d)が(①)である。 

(岐阜県) 

[解答欄] 

① ② ③ 

[解答]① 道管 ② a ③ c 

 

 

[問題] 

 右図は葉の断面を模式的に示したものである。 

(1) 葉脈の断面は，太線 で囲まれたどの部分にあたるか，最

も適当なものを図のア～エから 1 つ選び，その記号を書け。 

(2) 葉脈にはどのようなはたらきがあるか，3 つ書け。 

(三重県) 
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[解答欄] 

(1) 

(2) 

[解答](1) エ (2) 水の通路，養分の通路，葉をささえる 

[解説] 

葉脈は根から吸収した水などの通路である道管と，葉で作られた養分の通路である師管から

できている。葉脈は，うすくて広い葉を支えるのにも役立っている。 

 

 

[気孔] 

[問題] 

 右図は，ツユクサの葉の表皮の細胞を，顕微鏡で観察してスケッ

チしたものである。図の X は，三日月形の細胞に囲まれたすきまで

ある。X の部分を何というか。 

(京都府) 

[解答欄] 

 

[解答]気孔 

[解説] 

葉の表皮
ひょうひ

には，三日月形の細胞
さいぼう

が 2 つ向かい

合わせに並んだものがある。この細胞を孔
こう

辺
へん

細胞という(孔辺細胞には，葉緑体
ようりょくたい

がある)。

2 つの孔辺細胞で囲まれたすきまを気孔
き こ う

とい

う。気孔は葉の裏側に多い。 

根から吸収され，茎
くき

を通って葉に運ばれた水

は，光合成
こうごうせい

の材料として使われるほか，から

だじゅうの細胞に含まれて細胞の形を保つの

に使われる。そして，余分な水は，葉の気孔から水蒸気
すいじょうき

になって大気中に放出される。この

はたらきを蒸散
じょうさん

という。気孔からは水蒸気以外に二酸化炭素と酸素が出入りする。(二酸化

炭素と酸素は気孔から出たり，入ったりするが，水蒸気は外に出るだけである)  

※入試出題頻度：「気孔◎」「孔辺細胞〇」「気孔は葉の裏側に多い〇」「蒸散〇」「水蒸気〇」 

「二酸化炭素〇」「酸素〇」 
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[問題] 

 右図は，ツユクサの葉の裏の表皮を顕微鏡で観察したときのスケッチ

である。図のア～エの中から，気孔を示す部分として，最も適切なもの

を 1 つ選び，記号で答えよ。 

(静岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

 

 

[問題] 

 次の文章中の①，②に適語を入れよ。 

植物は根からからだの中にとり入れた水の大部分を，茎を通して葉などから，( ① )と

して，からだの外に出している。葉には( ② )がたくさんあり，(②)を開閉して植物のから

だの外に出る(①)の量を調節している。 

(千葉県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 水蒸気 ② 気孔 

 

 

[問題] 

ツユクサの葉の裏側の表皮をはがし，顕微鏡で観察すると，右図

のようなつくりが観察された。次の各問いに答えよ。 

(1) 図の X の部分を何というか。 

(2) 図の X の部分を通して，植物のからだから水が水蒸気となって

出て行くはたらきを何というか。 

(3) 図の X の部分から入ってくる気体のうち，光合成の材料として使われるものは何か。 

(新潟県) 

[解答欄] 

(1) (2) (3) 

[解答](1) 気孔 (2) 蒸散 (3) 二酸化炭素 
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[問題] 

 右図の X の部分は，葉の表皮のすきまであり，このすきまを

通して，水やその他の物質の出入りが行われる。光合成におい

ては，水以外にどのような物質の出入りが行われるか。水以外

の物質の出入りを，簡単に書け。 

(静岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]二酸化炭素が入り，酸素が出る。 

 

[問題] 

 次の文章中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 葉の表面にある気孔は①(固体／液体／気体)が出入りするところであるが，植物の種類に

よって，葉の表と裏の気孔の数に違いがある。マツでは葉の外側にも内側にも気孔がたくさ

んあるけれど，ドクダミでは葉の②(表／裏)の方に気孔が多く，オオカナダモでは葉の表に

も裏にも気孔がない。 

(熊本県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 気体 ② 裏 

 

[問題] 

 晴れた日の昼間に多く見られる気孔のようすは， 

右図のア，イのうちのどちらか。適切なものを選 

んでその記号を書け。 

(兵庫県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

 

[問題] 

 スイレンの葉が右図のように水面に浮かんでいた。これ

らの図をもとにして考えると，オオカナダモとスイレンの

葉の気孔がない面は，共通して，どんな環境にあるか，10

字以内で書け。 
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(熊本県) 

[解答欄] 

 

[解答]水に接している。 

[解説] 

水の中で生活するオオカナダモの場合，葉の表にも裏にも気孔がない。また，スイレンの葉

の裏は水に接しているので気孔がない。 

 

[問題] 

 右図中に X で示した，気孔を囲む対になった三日月形の 

細胞は，何と呼ばれるか。その名称を書け。 

(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]孔辺細胞 

[解説] 

孔辺細胞には葉緑体があり，二酸化炭素と水を原料とし太陽の光をエネルギー源として光合

成を行い，有機物であるデンプンをつくっている。デンプンの検出液であるヨウ素液をかけ

ると，葉緑体の部分が青紫色に変わる。 

 

[問題] 

 よう子さんは，光合成によってできたデンプンが，孔辺細胞のどこにあるかを調べるため

に，光のよく当たった葉の裏側の表皮にヨウ素液をかけてプレパラートを作り，顕微鏡で観

察した。このとき細胞の中で青紫色に染まった部分を で示すとどうなるか。次のア～エ

から最も適当なものを 1 つ選んで，その記号を書け。 

 

 

 

 

 

(香川県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 
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[細胞と葉緑体] 

[問題] 

 右図は葉の断面である。次の文章中の①，③に適語を入れよ。②，④

は(  )内より適語を選べ。 

 右図のように，葉の表皮や内部にはたくさんの小さな部屋のようなも

のがある。これを( ① )という。葉の表側は図の②(A／B)である。表

側の(①)はそろって並んでおり，すきまが小さい。それに対し，葉の裏

側の(①)の並び方は，すきまが多くなっている。葉の内部の(①)には緑色

の粒がたくさん見られる。この粒を( ③ )という。(③)は葉の④(表側／裏側)に多い。 

(補充問題) 

[解答欄] 

① ② ③ ④ 

[解答]① 細胞 ② A ③ 葉緑体 ④ 表側 

[解説] 

右図は葉の断面である。葉の表皮や内部には，たくさ

んの小さな部屋のようなもの( や )がある。 

これを細胞
さいぼう

という。右図の葉の断面からわかるように，

葉の表側の細胞はそろって並んでおり，すきまが小さ

い。これに対し，葉の裏側の細胞の並び方は，すきま

が多くなっている。葉の細胞には，葉
よう

緑 体
りょくたい

という緑色

の粒がたくさん見られる。葉が緑色に見えるのは，この葉緑体があるためである。葉の表側

と裏側では，表側に葉緑体が多いため，表側の方が緑色が濃くなっている。なお，葉の表側

と裏側の表面には，平たい細胞が 1 層にすき間なく並んでいる。これを表皮
ひょうひ

といい，葉の内

部を保護するはたらきをしている。表皮の細胞には葉緑体はない。 

※入試出題頻度：「細胞〇」「葉緑体〇」「葉の表側はどちらか〇」 

 

[問題] 

 右図は，ツバキの葉のつくりを表したものである。図で，光合成を

行うことができる部分はどこか。a～e からすべて選び，記号で答えよ。 

(山形県) 

[解答欄] 

 

[解答]b，e 

[解説]a の表皮や c と d の葉脈の部分には葉緑体はない。 
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【】双子葉類と単子葉類の葉・茎・根 

[問題] 

 右図の葉脈のようすから，ムラサキツユクサの茎と根はどの

ようなつくりになっていると考えられるか。最も適当なものを，

次のア～エの組み合わせから 1 つ選んで記号で答えよ。 

 

 

 

 

 

 

(島根県) 

[解答欄] 

 

[解答]ウ 

[解説] 

双子葉類
そうしようるい

の子葉
し よ う

は 2 枚，葉脈
ようみゃく

は網目状
あみめじょう

(網 状 脈
もうじょうみゃく

)で，茎
くき

の維管束
いかんそく

は輪
わ

の形に並び，

根は主根
しゅこん

と側根
そっこん

からなっている。単子葉類

は，子葉が 1 枚，葉脈
ようみゃく

は平行(平行脈)で，

茎はばらばらに散らばっており，根はひげ

根である。見た目が単純な方(1 枚，平行，

ばらばら，ひげ根)が単子葉類の特徴である。 

よく出題される単子葉類と双子葉類の植物

は次の通りである。 

単子葉類：トウモロコシ，ツユクサ，イネ，ユリ 

双子葉類：アブラナ，サクラ，バラ，エンドウ，タンポポ，アサガオ，ツツジ，ホウセンカ 

 

[問題] 

 右の図は，ある植物の茎の断面の維

管束のようすを模式的に示したもので

ある。この植物の葉脈と根の特徴とし

て考えられる記述の組み合わせとして

最も適するものを，右のア～エの中から 1 つ選び，そ

の記号を書け。 

(神奈川県) 

 葉脈 根 

ア 平行に並ぶ 主根と側根 

イ 網目状 主根と側根 

ウ 平行に並ぶ ひげ根 

エ 網目状 ひげ根 
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[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

図の茎の維管束は輪状になっているので，この植物は双子葉類である。したがって，葉脈は

網状脈で，根は主根・側根でできている。 

※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 

 

 

[問題] 

 右図はある植物の茎の断面の写真である。この植物の葉と根の

特徴について述べたものとして適切なのは，次のうちではどれか。 

ア この植物は単子葉類で，葉脈は網状であり，根は主根と側根

になっている。 

イ この植物は単子葉類で，葉脈は平行であり，根はひげ根にな

っている。 

ウ この植物は双子葉類で，葉脈は網状であり，根はひげ根になっている。 

エ この植物は双子葉類で，葉脈は平行であり，根は主根と側根になっている。 

(東京都) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

写真の茎の維管束はバラバラの状態なので，この植物は単子葉類である。したがって，葉脈

は平行脈で，根はひげ根である。 

 

 

[問題] 

 植物の茎のつくりには，維管束が散らばっているものと，輪の状態で並んでいるものがあ

る。維管束が散らばっている茎のつくりをもつ植物に共通した葉脈と根の特徴を，次の中か

らすべて選べ。 

[ 平行脈 網状脈 主根 ひげ根 側根 ] 

(静岡県) 

[解答欄] 
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[解答]平行脈，ひげ根 

[解説] 

維管束がバラバラに散らばっているのは単子葉類で，葉は平行脈，根はひげ根である。 

 

 

[問題] 

 図の葉のようすから，イネの子葉と維管束はどのような特徴をもってい

ると考えられるか，次のア～エから 1 つ選び，記号で答えよ。 

ア 子葉は 1 枚であり，茎の横断面では維管束が輪の形に並んでいる。 

イ 子葉は 1 枚であり，茎の横断面では維管束が散らばっている。 

ウ 子葉は 2 枚であり，茎の横断面では維管束が輪の形に並んでいる。 

エ 子葉は 2 枚であり，茎の横断面では維管束が散らばっている。 

(宮城県) 

[解答欄] 

 

[解答]イ 

[解説] 

写真からも分かるように，イネの葉は平行脈である。したがってイネは単子葉類で子葉は 1

枚で，維管束はバラバラに散らばっている。 
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【】蒸散 

【】蒸散と吸水 

[蒸散と吸水] 

[問題] 

 植物の葉の中の水が水蒸気となって空気中に出ていく現象のことを何というか。 

(静岡県) 

[解答欄] 

 

[解答]蒸散 

[解説] 

植物は水をとりこまないと生きていくことがで

きない。植物には根から水をとりこむしくみが

ある。植物が水を吸い上げることを吸水
きゅうすい

という。

根から吸い上げられた水は，葉に運ばれ光合成

の材料として使われるほか，からだじゅうの細胞に含まれて細胞の形を保つのに使われる。

そして，余分な水は，葉の気孔
き こ う

から水蒸気
すいじょうき

になって大気中に放出される。このはたらきを蒸散
じょうさん

という。必要以上の水を吸い上げて大気中に放出しているが，これは，蒸散のはたらきその

ものが水を吸い上げる原動力になるためである。(葉の細胞から水がうばわれると，その細胞

の濃度が高くなってとなりの細胞の水をうばい，このような連鎖
れ ん さ

がつぎつぎに起こって，根

からの水の吸収や移動を引き起こす力となる。根から吸収され葉に運ばれた水は，蒸散によ

って，水はとぎれることなく，根から茎，葉へと道管内をすい上げられ，それにともない，

根で吸収された肥料分も，水とともに植物全体にいきわたる。) 

蒸散は，気孔が多い葉の裏側でさかんである。また，気孔が開く昼にさかんに行われる。 

※入試出題頻度：「蒸散(水蒸気となって気孔から空気中に出ていく)◎」「吸水〇」 

 

 

[問題] 

 次の文は，葉のはたらきについて述べたものである。

文中の①，②から適語をそれぞれ選べ。 

根から吸収された水は，茎を通って，葉脈に入り，葉

の細胞に送られる。やがて，水は図中の矢印(→)のよう

な経路をたどり，①(酸素／二酸化炭素／水蒸気)となっ

て，気孔から大気中へ出ていく。この現象を②(蒸散／凝

結)といい，このはたらきによって，水は途切れることな

く，根から茎，葉へ移動し，植物全体にいきわたる。 

(香川県) 
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[解答欄] 

① ② 

[解答]① 水蒸気 ② 蒸散 

 

 

[問題] 

 根から吸収された水は，茎を通って葉まで移動する。葉に運ばれた水は，その後，蒸散に

よりさらに移動する。蒸散という現象を，葉のつくりに着目して説明せよ。 

(栃木県) 

[解答欄] 

 

[解答]植物の葉の中の水が水蒸気となって気孔から空気中に出ていく現象。 

 

 

[問題] 

 次の文章中の①，②に適語を入れよ。 

気孔では酸素や二酸化炭素の出入り以外に，水蒸気が放出される( ① )という現象がみ

られる。また，(①)が活発に行われることによって，( ② )がさかんに起こり，植物にとっ

て必要なものが根から茎，葉へと運ばれていく。 

(長崎県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 蒸散 ② 吸水 

 

 

[問題] 

 蒸散が植物の成長にどのように役立っているかを，「肥料分」ということばを使って説明せ

よ。 

(岡山県) 

[解答欄] 

 

[解答]水にとけた肥料分を植物のからだ全体にいきわたらせるのに役立っている。 
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[問題] 

 気孔から水分がどのように移動するか，次から 1 つ選んで記号を書け。 

ア 水分が出ていく 

イ 水分が入ってくる   

ウ 水分が出たり，入ったりする 

(秋田県) 

[解答欄] 

 

[解答]ア 

 

 

[袋を使った実験] 

[問題] 

 ホウセンカの葉と茎にポリエチレンの袋をかぶせて袋の口を閉じた。しばらくすると，袋

の内側に水滴がついた。この水滴について述べた次の文中の①，②にあてはまる語句を，そ

れぞれ書け。 

葉の表皮にある( ① )から，水が( ② )という気体になって放出され水滴になったと考

えられる。 

(広島県) 

[解答欄] 

① ② 

[解答]① 気孔 ② 水蒸気 

[解説] 

葉の気孔から蒸散が行われて水蒸気が排出され，袋の中にたまる。飽和
ほ う わ

水蒸気量をこえると，

水蒸気(気体)は水滴(液体)となって，袋の内側に付着する。これが水であることを確認するた

めには塩化
え ん か

コバルト紙を使う。塩化コバルト紙は水にふれると青色から赤色に変化する。 

※入試出題頻度：この単元はしばしば出題される。 
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[問題] 

 気孔からの蒸散を調べる方法として最も適当なものを，次のア～エから 1 つ選んで記号で

答えよ。 

ア 葉をろ紙にはさんで木づちで軽くたたいてから薄めた漂白剤につけた。しばらくしてか

らそのろ紙を熱湯で洗いヨウ素液につけたら紫色になった。 

イ 呼気を十分吹き込んだ水に葉を入れて強い光を当てた。しばらくしたら葉から小さな泡

が出てきた。 

ウ 葉をポリエチレンのふくろに入れて，その口を閉じ暗いところにおいた。しばらくして

からふくろの中の空気を石灰水に通すと白くにごった。 

エ 葉にポリエチレンのふくろをかぶせ，その口を閉じた。しばらくするとふくろの内側に

水滴がついた。 

(島根県) 

[解答欄] 

 

[解答]エ 

[解説] 

アとイは光合成に関する実験である。ウは植物の呼吸に関する実験である。エが気孔からの

蒸散を調べる実験である。 

 

[問題] 

 右図のように，ある植物の葉を表側と裏側から，大きさ

の等しい 2 つの半球状の透明な容器ではさんだ。1 時間後

に様子を観察したところ，表側の容器ではほとんど変化は

見られなかったが，裏側の容器は内側がくもり水滴が付い

ていた。このような結果になった理由を，「気孔」というこ

とばを使って簡単に書け。 

(山梨県) 

[解答欄] 

 

[解答]葉の裏側に気孔が多いので，葉の裏側からの蒸散量が多いから。 

[解説] 

気孔は葉の表より葉の裏に多い。したがって葉の裏側からの蒸散量が多く，裏側の容器では

飽和水蒸気量をこえた水蒸気が水滴となって，容器の内側に水滴となって付着する。これに

対し，葉の表側の蒸散量は少なく，飽和水蒸気量をこえなかったため水滴となって出てこな

かったと考えられる。 
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[問題] 

 ソバの葉の表側の面と裏側の面に，青色の塩化コバルト紙を透明なビニルテープで，それ

ぞれ，はり付けた。1 分後に塩化コバルト紙の色の変化を観察したところ，葉の表側の面に

はった塩化コバルト紙よりも，葉の裏側の面にはった塩化コバルト紙のほうが，色の変化が

大きかった。これは，葉の表皮のつくりにおいて，葉の表側と裏側とにどのような違いがあ

るためか。その違いを書け。 

(山形県) 

[解答欄] 

 

[解答]葉の裏側のほうが葉の表側よりも気孔の数が多いという違いがあるため。 

 

 

[問題] 

 葉のついた植物の枝にポリエチレンのふくろをかぶせて密閉しておくと，ふくろの内側に

液体がついた。この液体のおもな成分は水であるが，このことを確かめるために使うものと

して適当なのは，次のうちではどれか。 

[ BTB 溶液 塩化コバルト紙 ベネジクト液 リトマス紙 ] 

(岡山県) 

[解答欄] 

 

[解答]塩化コバルト紙 
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【】蒸散の実験 

[問題] 

 同じ数の葉がついた枝を用意し，A は葉の裏にワ

セリンをぬり，B は葉の表にワセリンをぬる。A，B

それぞれを水を入れたシリコンチューブにつなぎ，

20 分後の水の減り方を調べた。次の各問いに答えよ。 

(1) シリコンチューブ内の水が減るのは，植物の何

という現象によるものか。 

(2) 20 分後，シリコンチューブ内の水の減り方が多いのは，A，B のどちらか。 

(補充問題) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 蒸散 (2) B 

[解説] 

この実験は，葉の表からの蒸散量と葉

の裏からの蒸散量のどちらが多いかを

調べるためのものである。ワセリンは

気孔をふさいで，蒸散が行えないにす

るためのものである。 

A は葉の裏にワセリンをぬっているので，裏側の気孔は蒸散を行えず，表側の気孔のみ蒸散

を行う。B では表側の気孔は蒸散を行えず，裏側の気孔のみ蒸散を行う。葉の表側と裏側の

気孔の数は裏側が多いので，表側の気孔から蒸散を行う A より，裏側の気孔から蒸散を行う

B の方が蒸散の量が多くなる。 

※入試出題頻度：この単元はよく出題される。 

 

[問題] 

 大きさがほぼ同じ 4 枚のアジサイの葉を，表の a～d

のように準備した。水の入った水槽の中で，a～d とシ

リコンチューブを，空気が入らないようにそれぞれつ

なぎ，直接日光の当たらない明るい場所に A～D を置

き，20 分後に水の位置の変化をものさしで調べた。そ

の結果は下の表の通りである。後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

a ワセリンを表側にぬった葉 

b ワセリンを裏側にぬった葉 

c ワセリンを表側と裏側にぬった葉 

d ワセリンをぬらない葉 
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(結果) 

装置 A B C D 

水の位置の変化(mm) 31 11  2 45 
 

(1) 主に葉から水が水蒸気として出ていくことによって，吸水が起こる。植物の体の中の水

が水蒸気として出ていく現象を何というか。 

(2) 次は，この実験について考察した内容の一部である。文中の①と②のそれぞれの(  )

にあてはまる装置を，A～C から 1 つずつ選び，記号を書け。また，③の(  )内から，

適切な語句を選べ(①と②は順不同)。 

 ワセリンをぬらなかった葉を用いた D の吸水量が，最も多くなった。また，ワセリン

を葉にぬることで吸水量にちがいが見られた。ワセリンをぬった葉を用いた A～C のう

ち，( ① )と( ② )の 2 つの結果を比べると，主に葉の③(表側／裏側)から，水が水

蒸気として出ていくと考えられる。 

(福岡県) 

[解答欄] 

(1) (2)① ② ③ 

[解答](1) 蒸散 (2)① A ② B ③ 裏側 

 

[問題] 

 葉の大きさや枚数がほぼ同じである 4 本のサクラの枝 A～

D を用意した。A は何も処理せず，B は葉の裏側にワセリン

を塗った。C は葉の表側にワセリンを塗り，D は葉を全てと

った。図 1 のように，水を入れた水槽の中で，A の茎とシリ

コンチューブを空気が入らないようにつなぎ，全体を持ち上

げてみて水が出ないことを確認した。B～D についても同じ

処理を行った。次に，図 2 のように，バットを置き，20 分ほ

ど後にシリコンチューブ内の水の量の変化を調べた。その結

果，Bと比べてAやCの方が減った水の量が多かった。また，

D は水の量がほとんど変わらなかった。 

(1) 実験で，葉にワセリンを塗る目的を，「気孔」という言葉を用いて簡潔に書け。 

(2) 実験で，A と D の結果を比較すると，どのようなことが分かるか。ア～エから最も適切

なものを 1 つ選び，符号で書け。 

ア 葉が吸水に関係する。 

イ 主に葉の表側が吸水に関係する。 

ウ 葉は吸水に関係しない。 

エ 主に葉の裏側が吸水に関係する。 
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(岐阜県) 

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 気孔をふさぐため。 (2) ア 

 

 

[問題] 

 茎の太さや長さなどの条件をそろえた 3 本のホウ

センカ A～C を用意した。A はそのままにし，B と

C はついている葉のすべてを切り取り，B は葉のつ

いていた切り口に，C は茎の表面全体に油をぬり，

水の蒸発を防いだ。次に，右図のように三角フラス

コに同量の水を入れて 1 本ずつさした。ホウセンカ

A～C をさした実験装置全体の質量をそれぞれ測定

した後，明るいところにおき，2 時間後の質量を調べたところ，表のような結果になった。 

(1) この実験から，水が葉や茎から水蒸気となって植物の

体外に出ていったことがわかる。このような現象を何

というか，書け。 

(2) 葉から出ていった水の量は茎から出ていった水の量の

何倍か，小数第 2 位を四捨五入して求めよ。 

(富山県)  

[解答欄] 

(1) (2) 

[解答](1) 蒸散 (2) 14.3 倍 

[解説] 

(A の水の減少量)＝(葉からの蒸散量)＋(茎からの蒸散量)＝190.3－185.7＝4.6(g)･･･① 

(B の水の減少量)＝(茎からの蒸散量)＝183.4－183.1＝0.3(g)･･･② 

(C の水の減少量)＝183.7－183.7＝0(g) 

①－②より，(葉からの蒸散量)＝(A の水の減少量)－(B の水の減少量)＝4.6－0.3＝4.3(g) 

よって，(葉からの蒸散量) ÷(茎からの蒸散量)＝4.3÷0.3＝約 14.3(倍) 

 

 

 実験装置全体の質量(g) 

はじめ 2 時間後 

A  190.3  185.7 

B  183.4  183.1 

C  183.7  183.7 



 63 

[問題] 

 枝の長さ，葉の大きさや枚数がほぼ同じである 4 本のサクラの枝 A～D を

用意した。枝 A は何も処理せず，枝 B は葉の裏側にワセリンを塗り，枝 C

は葉の表側にワセリンを塗り，枝 D は葉を全てとった。右図のように，枝 A

～D をメスシリンダーに 1 本ずつさし，水を入

れ最後に水面に油を入れた。次に，枝 A～D を

さしたメスシリンダー全体の質量をそれぞれ測

定した後，明るく風通しのよいところに置いた。

2 時間後，枝 A～D をさしたメスシリンダー全

体の質量をそれぞれ測定し，水の減少量を調べ

た。表は，その結果をまとめたものである。ただし，蒸散以外による水の減少はないものと

する。 

(1) 実験で，葉にワセリンを塗った目的を，「ワセリンを塗った部分における」に続けて，簡

潔に説明せよ。 

(2) 次の文章中の①，②の(  )内からそれぞれ適語を選べ。 

 実験の結果から，この植物の葉の蒸散量は葉の①(表側／裏側)で多いことが分かる。

また，葉以外の部分で蒸散が②(わずかに起こる／全くおこらない)ことが分かる。 

(岐阜県) 

[解答欄] 

(1) 

(2)① ② 

[解答](1) ワセリンを塗った部分における蒸散をおさえるため。 (2)① 裏側 

② わずかに起こる 

[解説] 

(A の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＋(葉の表の蒸散量)＋(葉の裏の蒸散量)＝4.8(g)･･･① 

(B の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＋(葉の表の蒸散量)＝1.5(g)･･･② 

(C の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＋(葉の裏の蒸散量)＝3.7(g)･･･③ 

(D の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＝0.4(g)･･･④ 

①－②より，(葉の裏の蒸散量)＝4.8－1.5＝3.3(g) 

①－③より，(葉の表の蒸散量)＝4.8－3.7＝1.1(g) 

よって，この植物の葉の蒸散量は葉の裏側)で多いことが分かる。 

また，④より，葉以外の部分で蒸散がわずかに起こることが分かる。 

 

 

 

 水の減少量(g) 

枝 A   4.8 

枝 B   1.5 

枝 C   3.7 

枝 D   0.4 
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[問題] 

植物の葉の表と裏，および茎からの蒸散の量について調べるために，次の実験を行った。

後の各問いに答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

・ほぼ同じ大きさの葉で，枚数がそろっているアジサイの枝 A～C を用意した。A は葉の表

に，B は葉の裏にそれぞれワセリンをぬり，C には何もぬらなかった。 

・図のように，メスシリンダーに水を入れ，水中で切った A～C の枝をそれぞれさし，最後

に油を注いだ。この直後にそれぞれ水位を測定した。 

・風通しのよい明るい場所に置き，2 時間後にそれぞれ水位を測定した。上の表は，実験の

結果をまとめたものである。 

(1) 下線部「油を注いだ」の操作を行うのはなぜか。その理由を簡潔に書け。 

(2) 次の文は，この実験結果をもとに蒸散の量についてまとめたものである。文中の①～③

に当てはまる数値を，それぞれ求めよ。 

表から，2 時間での蒸散の量は，葉の表側から( ① )cm3，葉の裏側から( ② )cm3，

茎から( ③ )cm3となり，葉の裏側からの蒸散の量が最も多いことがわかる。 

(大分県) 

[解答欄] 

(1) 

(2)① ② ③ 

[解答](1) 水面からの水の蒸発を防ぐため。 (2)① 0.4 ② 2.1 ③ 0.3 

[解説] 

何もぬらない C では，葉の表，葉の裏，茎などからの蒸散が行われる。これに対し，A では

葉の表にワセリンをぬっているので葉の表からの蒸散は行われない。また，B は葉の裏にワ

セリンをぬっているので葉の裏からの蒸散は行われない。したがって， 

(C の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＋(葉の表の蒸散量)＋(葉の裏の蒸散量)＝2.8(cm3)･･･① 

(A の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＋(葉の裏の蒸散量)＝2.4(cm3)･･･② 

(B の蒸散量)＝(茎などの蒸散量)＋(葉の表の蒸散量)＝0.7(cm3)･･･③ が成り立つ。 

①－②より，(葉の表の蒸散量)＝2.8－2.4＝0.4(cm3) 

①－③より，(葉の裏の蒸散量)＝2.8－0.7＝2.1(cm3) となる。 

 A B C 

水の減少量(cm3) 2.4 0.7 2.8 
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次に，(葉の表の蒸散量)＝0.4(cm3)，(葉の裏の蒸散量)＝2.1(cm3)を①に代入すると， 

(茎などの蒸散量)＋0.4＋2.1＝2.8 

したがって，(茎などの蒸散量)＝2.8－0.4－2.1＝0.3(cm3) となる。 

 

 

[問題] 

 葉の大きさや数，茎の太さや長さが等しい枝を 4 本準備し，それぞれ異な

る処理をして，水の入った試験管 A～D に入れた。図のように，水面に油を

1 滴たらした後，光を当てて 5 時間放置した。表はそれぞれに行った処理や

水の減少量である。各問いに答えよ。 

試験管       処  理 水の減少量(g) 

 A 全ての葉をとってその切り口にワセリンを塗る。   a 

 B 何も処理しない。   b 

 C 葉の裏側だけにワセリンを塗る。   c 

 D 葉の表側だけにワセリンを塗る。   d 

(1) 水面に油をたらしたのはなぜか。その理由を簡単に書け。 

(2) 葉の表面にワセリンをぬるのは何のためか。簡単に説明せよ。 

(3) 表の b を a，c，d を使って表すとどのような式になるか。 

(4) 5 時間放置したとき，a＝1.0，c＝3.5，d＝5.5 であった。B の試験管の水が 5.0g 減るの

にかかる時間は何時間か。小数第 1 位を四捨五入して整数で求めよ。 

(補充問題) 

[解答欄] 

(1) 

(2) 

(3) (4) 

[解答](1) 水面からの水の蒸発を防ぐため。 (2) 気孔をふさいで蒸散を行えないにするため。 

(3) c＋d－a (4) 3 時間 

[解説] 

(2) (A の蒸散量)＝(茎の蒸散量)＝a･･･① 

(B の蒸散量)＝(葉の表の蒸散量)＋(葉の裏の蒸散量)＋(茎の蒸散量)＝b･･･② 

(C の蒸散量)＝(葉の表の蒸散量)＋(茎の蒸散量)＝c･･･③ 

(C の蒸散量)＝(葉の裏の蒸散量)＋(茎の蒸散量)＝d･･･④ 

①を③に代入すると，(葉の表の蒸散量)＋a＝c，(葉の表の蒸散量)＝c－a･･･⑤ 

①を④に代入すると，(葉の裏の蒸散量)＋a＝d，(葉の裏の蒸散量)＝d－a･･･⑥ 
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⑤，⑥，①を②に代入すると， 

(c－a)＋(d－a)＋a＝b，b＝c－a＋d－a＋a＝c＋d－a 

(3) (2)より，(B の蒸散量)＝b＝c＋d－a 

a＝1.0，c＝3.5，d＝5.5 を代入すると，(B の蒸散量)＝3.5＋5.5－1.0＝8.0(g) 

5 時間で 8.0g 水が減少するので，1 時間では，8.0(g)÷5＝1.6(g)減少する。 

したがって，5.0g 減るのにかかる時間は，5.0÷1.6＝3.125＝約 3(時間) 

 

 

[問題] 

 蒸散のようすを調べるため，同じ

大きさの試験管を 4 本用意し，1mm

方眼紙をはり付け，水を入れた。次

に，葉の大きさや数がほぼ等しいア

ジサイの枝 A～D を，それぞれの試

験管にさし入れ，図に示された処理

をした。その後，試験管から水が蒸発することを防ぐ

ために少量の油を注いだ。4 本の試験管を日のよく当

たる風通しのよいところに置いた。9 時の液面の位置

を 0 とし，そこから液面の位置がどのくらい低下した

か，2 時間ごとに調べて，その結果を表にまとめた。 

(1) 表をもとにして，A の蒸散量を考えたとき，①次の

ア～ウから，蒸散が最も盛んに行われていた時間帯を選べ。②また，その時間帯に液面

の位置はいくら低下したか。 

ア 9 時～11 時  イ 11 時～13 時  ウ 13 時～15 時 

(2) 表の B と C の結果を参考にして，①葉の表側からの蒸散量と葉の裏側からの蒸散量の関

係として適切なものを，次のア～ウから選べ。②また，その関係からわかることを「気

孔」という語を用いて，簡潔に書け。 

ア 葉の表側からの蒸散量＞葉の裏側からの蒸散量 

イ 葉の表側からの蒸散量＝葉の裏側からの蒸散量 

ウ 葉の表側からの蒸散量＜葉の裏側からの蒸散量 

(3) 次の文は，A と D の蒸散量の違いについて考察したものである。文中の(①)に当てはま

る語を書け。また，②，③の(  )内から正しいものを，それぞれ選べ。 

A では，水と二酸化炭素を取り込んで( ① )が行われ，多くの気孔が②(開いて／閉

じて)いる。D では，(①)がほとんど行われず，気孔は③(開いた／閉じた)状態のものが

多くなる。その結果，D の蒸散量は A よりも少なくなったと考えられる。 

(群馬県) 

 9 時 11時 13 時 15 時 

A  0  25  66  91 

B  0  15  42  59 

C  0   8  25  35 

D  0  10  23  31 
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[解答欄] 

(1)① ② 

(2)① ② 

(3)① ② ③ 

[解答](1)① イ ② 41mm (2)① ウ ② 葉の裏側の気孔の数は葉の表側よりも多い。 

(3)① 光合成 ② 開いて ③ 閉じた 

[解説] 

(1) (9 時～11 時の A の蒸散量)＝25－0＝25(mm)，(11 時～13 時の A の蒸散量)＝66－25＝

41(mm)，(13 時～15 時の A の蒸散量)＝91－66＝25(mm) 

(2) (A の水の減少)＝(葉の表からの蒸散)＋(葉の裏からの蒸散)＋(茎などからの蒸散) 

葉の表面にワセリンを塗ると，気孔がふさがれた状態になって蒸散が妨げられるので， 

(B の水の減少)＝(葉の裏からの蒸散)＋(茎などからの蒸散) 

(C の水の減少)＝(葉の表からの蒸散)＋(茎などからの蒸散) 

どの時間帯をとっても，(B の水の減少)＞(C の水の減少)なので， 

(葉の裏からの蒸散)＋(茎などからの蒸散)＞(葉の表からの蒸散)＋(茎などからの蒸散) 

よって，(葉の裏からの蒸散)＞(葉の表からの蒸散) 

葉の裏からの蒸散量が葉の表からの蒸散量より多いのは，葉の裏側の気孔が葉の表側の気孔

より多いためである。 

(3) 気孔は昼間は開いていて，蒸散によって水蒸気を排出するだけでなく，光合成に必要な

二酸化炭素を大気中から取り入れ，光合成の副産物としてできた酸素を大気中に排出してい

る。D のようにアルミニウムはくでおおうと，光がないため光合成を行うことができず，気

孔も閉じた状態のものが多くなり，蒸散量が少なくなる。 
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【FdData 入試版のご案内】 

詳細は，[FdData 入試ホームページ]に掲載 ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ)  

姉妹品：[FdData 中間期末ホームページ] ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 

 

◆印刷・編集 

この PDF ファイルは，FdData 入試を PDF 形式に変換したサンプルで，印刷はできないよ

うに設定しております。製品版の FdData 入試は Windows パソコン用のマイクロソフト

Word(Office)の文書ファイルで，印刷・編集を自由に行うことができます。 

 

◆FdData 入試の特徴 

FdData 入試は，公立高校入試問題の全傾向を網羅することを基本方針に編集したワープロ

データ(Word 文書)です。 入試理科・入試社会ともに，過去に出題された公立高校入試の問

題をいったんばらばらに分解して，細かい単元ごとに再編集して作成しております。  

 

◆サンプル版と製品版の違い 

ホームページ上に掲載しておりますサンプルは，製品の Word 文書を PDF ファイルに変換

したもので印刷や編集はできませんが，製品の全内容を掲載しており，どなたでも自由に閲

覧できます。問題を「目で解く」だけでもある程度の効果をあげることができます。 

しかし，FdData 入試がその本来の力を発揮するのは印刷や編集ができる製品版においてで

す。また，製品版は，すぐ印刷して使える「問題解答分離形式」，編集に適した「問題解答一

体形式」，暗記分野で効果を発揮する「一問一答形式」の 3 形式を含んでいますので，目的

に応じて活用することができます。 

※FdData 入試の特徴(QandA 方式) ([Shift]＋左クリック→新規ウィンドウ) 

 

◆FdData 入試製品版(Word 版)の価格(消費税込み) 

※以下のリンクは[Shift]キーをおしながら左クリックすると，新規ウィンドウが開きます 

理科 1 年，理科 2 年，理科 3 年：各 6,800 円(統合版は 16,200 円) ([Shift]＋左クリック) 

社会地理，社会歴史，社会公民：各 6,800 円(統合版は 16,200 円) ([Shift]＋左クリック) 

※Windows パソコンにマイクロソフト Word がインストールされていることが必要です。 

(Mac の場合はお電話でお問い合わせください)。 

 

◆ご注文は，メール(info2@fdtext.com)，または電話(092-811-0960)で承っております。 

※注文→インストール→編集･印刷の流れ ([Shift]＋左クリック) 

※注文メール記入例 ([Shift]＋左クリック) 

 

【Fd 教材開発】 Mail： info2@fdtext.com  Tel ：092-811-0960 

http://www.fdtext.com/dan/index.html
http://www.fdtext.com/dat/index.html
http://www.fdtext.com/dinf/qanda.html#Tokuchou2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika1
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika2
http://www.fdtext.com/dan/index.html#rika3
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shachi
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shareki
http://www.fdtext.com/dan/index.html#shakou
http://www.fdtext.com/dan/index.html#nagare
http://www.fdtext.com/dan/index.html#chumon
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